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問
題
の

所
在
−
資
料
の

範
囲

1

『開題』 類 にお ける本覚 に つ い て （関）

　

空

海
（
七
七
四

〜
八

三

五
）

の

著
作
の
】

群
に

、

『

開
題
』

と

名
の
つ

く
も
の

は
二

十
五

種

類
存
在
し

、

他
に

『

指

事
』

や

『

釋
』

の

名
の

つ

く
著
作
が

数
類
あ
る

。

小
論
で

取
り

扱
う

資
料
は

、

『

大
日
経
開
題
』

・
『

金
剛

頂
経

開
題
』

・
『

法
華
経
開
題
』

・

『

金

剛
般
若
経

開
題
』

・
『

梵

網

経
開
題
』

．
『

釋
論
指
事
』

．
『

法
華
経
釋
』

を
用
い

る

こ

と

と

す
る

。

上

記
『

開
題
』

類
に

お
い

て

示
さ
れ

る

「

本

覚
」

に
つ

い

て

検
討
す

る
こ

と
が

小

論
の

目

的
で

あ
る

。

そ

も
そ

も

・

本
覚
L

と
い

う
語
は

、

『

大
乗
起
信

論
』

（

以
下

・

起

信
論
』

）

に

お
い

て

初
め

て

登
場
し
た

と
い

わ
れ

て

窺
・

筆
者
は

『

開
題
』

類

所
説
の

「

本
覚
」

に
、

『

起
信

論
』

の

「

本

覚
」

思

想
が

多
少
な

り
の

影
響
を

与
え

て

い

る

と

推
察
す
る
一

方
で

、

注
釈

書
で

あ
る

『

釋

摩
訶
衍
論
』
（
以

下
『

釋
論
』）

の

「

本
覚
」

思

想
の

方
が

大
き

く
影
響
を

与
え
た

の

で

と

類
推
し
て

い

る
。

そ

の

例
を

あ
げ
れ

ば
、

 
語
句
の

引

用
、

 
『

釋
論
』

所

説
「

清
浄

本
覚
」

や

「

染
浄

本
覚
」

等
よ

り
展
開
さ

せ

た

独
自
の

思
想
で

あ
る

「

五

種
本
覚
」

と

「

不
二

摩
訶
衍
法
」

に

本
覚
思
想
を
導
入
し
た

「

不
二

本
覚
」

が

あ
げ
ら
れ

る
。

　

考
察
の

方
法
と

し

て

は
、

ま

ず
『

釋
論
』

に
お

け
る

「

本
覚
」

の

構
成
と

そ
の

位

置
に
つ

い

て

確
認
を
お
こ

な

う
。

そ

の

後
、

上

記
『

開

題
』

類
に

つ

い

て
、

「

本

覚
」

が

明
記
さ

れ
、

そ
の

思

想
を

踏
襲
し

て

い

る

も

の

に
つ

い

て

グ
ル

ー

プ

化
を

行
い

、

共
通

項
を

抽
出
し

て

検

討
し

て

み

た
い

。

最
終
的
に

は

『

釋
論
』

の

「

本
覚
」

と

『

開
題
』

類
の

「

本

覚
」

に
つ

い

て

比
較
を
考
え
て
い

る
。
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二

　
『

釋
摩
訶
衍
論
』

の

本
覚
理

解

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
〔
2）

　
『

起

信
論
』

や

『

釋
論
』

に

お

け
る

「

本
覚
」

に

つ

い

て

既
に

多
く
の

先
行
研
究
が

提
出
さ

れ
て

い

る
。

本
項
で
は

『

釋
論
』

の

「

本
覚
」

に

つ

い

て

考
察
し

て

み

た
い

。

前
述
の

と

お
り

『

釋
論
』

は

『

起

信
論
』

の

注
釈
書
で

あ
る

。

『

起
信

論
』

に

お
い

て

「

本

覚
」

の

語
が
初

め

て

説
か
れ
る
こ

と

か
ら
も
ま

ず
は

所
説
の

「

本
覚
」

に
つ

い

て

み

て

み

る
。

　

　
心
生

滅
者

。

依
二

如
來
藏一

故
有
二

生

滅
心
司

所
レ

謂
不
生

不
滅

與
二

生

滅
一

和
合
非
レ

】

非
レ

異
。

名
為
二

阿

梨
耶
識
→

此
識

有
二

二

種
義一

能

　

　
攝
二

一

切
法一

生
二

一

切

法
→

云

何
為
二

二
。

一

者
覺
義
二

者
不
覺
義

。

所
レ

言
覺
義
者

。

謂
心
體

離
レ

念
。

離
念

相
者
等
二

虚
空
界一

無
レ

所
レ

　

　
不
レ

遍
。

法
界
一

相
即

是
如
來

平
等
法
身

。

依
二

此

法
身一

説

名
二

本
覺
の

何
以

故
本

覺
義
者

。

對
二

始
覺

義一

説
。

以
三

始

覺
者
即

同
二

本

　

　
覺
→

始
覺
義
者

。

依
二

本
覺一

故
而
有
二

不
覺一

依
二

不
覺一

故
説
レ

有
二

始

覺
→

　

　
　
　

　
　

（
『

大
乗
起

信
論
』

．

大
正
三

二

巻

五
七
六
頁

中）

　
「

本
覚
」

と

は

「

生

滅

門
」

側

の

説
示
と

し

て

登

場
す
る

。

コ

心
L

・
「

二

門
」

・
「

三

大
」

の

構
造
に

あ
る

「

二

門
」

の

「

真
如

門
」

と

「

生

滅
門
」

の

二

種
の

内
、

後
者
よ

り
説
示
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

そ
し

て

「

心
生

滅
」

の

語

句
解

釈
で

「

本
覚
」

が

登
場

す
る

。

つ

ま

り

「

心
生

滅
」

と

は

コ

心
」

か

ら

展

開
す
る

「

生

滅
」

の

在
り
か
た

、

す
な
わ

ち

「

生
滅

門
」

を

あ
ら

わ

す
。

そ
の

性
質
が

「

不
生

不
滅
」

と

「

生
滅
」

が

和
合
し

、

一

切
法
を

摂
す
る

側
と

、

生

ず
る

側
の

二

種
の

側

面
が

説
か

れ
て

い

る
。

「

生

滅
門
」

は

「

不
生

不
滅
」

の

浄
法

と

「

生
滅
」

の

染
法
が

和
合
し

、

一

切
法
の

「

摂
」

と

「

生
」

の

立

場
と
し

て

い

る

と

推
察
す
る

。

　

そ

し

て

「

覚
」

に

つ

い

て

マ

心

体
の

念
を

離
れ
L

と

説
く

。

ま
た
、

「

念

相
」

を
離
れ

る

と
は

「

如
来
の

平
等
法
身
」

で

あ
る

と

す
る

。

こ

の

「

法
身
」

に

「

本
覚
」

が
依
る

と

説
き

、

「

本
覚
」

が

「

法
身
」

と

関
係
し

て

説
か

れ

て

い

る
。

そ

の

内
容
は

覚
↓
心

体
離
念

相
↓
虚

空

界
↓
如
来
平
等
法
身
↓

本
覚
と

な

る
。

　

さ

ら

に

本
覚
に

対
し

始
覚
が

説
か

れ
、

本
覚
の

名
に

対
し

て

説
か

れ
る

と

す
る

。

「

覚
」

の

展
開
と

し

て

説
か

れ

る

「

本
覚
」

と

「

始

覚
」

は
、

根
本
的
に

は
一

体
の

覚
と

し

た

結
び
つ

き
を

持
っ

て

い

る
。

だ

が
二

種
は

、

本
覚
を

「

如
来
平
等
法

身
」

と

説
き

、

始
覚
は

、

本
覚
を

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
3）

拠
り
処
と

す
る

反
面

、

不
覚
に

も

依
拠
す
る

と

説
く
の

で

あ
る

。

つ

ま

り
「

本
覚
」

は

「

不
覚
」

に

依
ら
な
い

「

法
身
」

の

み
の

覚
で

あ
る

一74 一
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こ

と

を

確
認
で

き
る

。

　

覚
と

不
覚
は

「

生

滅
門
」

に

お
い

て

染
と
浄
が

和
合
し

多
種
な

形

質
へ

と

展
開
さ

れ

た

も

の

で
、

そ
れ

ら

が

本
覚
・

始
覚
・

不

覚
の

三

種

と
い

う
こ

と

に

な
る

。

「

本

覚
」

が

有
す
る

性

質
は

、

「

始

覚
」

・
「

不

覚
」

に

依
ら

な
い

「

法
身
」

を

あ
ら
わ

す
。

そ
れ

は

お

そ
ら

く
「

生

滅
」

と

和
合
し
な
い

「

不
生

不
滅
」

の

立

場
を
あ
ら
わ

し

て
い

る

と
推

察
す
る

。

一

方
で

「

不
覚
」

は

「

覚
」

に

対
し

て

説
か
れ

る

こ

と

か

ら
、

「

覚
」

か

ら
展
開

す
る

「

本
覚
」

と

対
象
的

で

あ
る

と
い

え
る

。

　

そ
れ

で

は

「

本
覚
」

に

お

け
る

「

法
身
」

の

性

質
に
つ

い

て

考
え
て

み

る
と

『

起

信
論
』

は
、

　

　

真
如
用
者

。

所
レ

謂
諸

佛
如
來

。

本
在
二

因
地一

發
二

大
慈
悲
→

修一一

諸
波
羅
蜜
一

攝
二

化
衆
生
司

立
二

大
誓

願一

盡
欲
レ

度
二

脱
等

衆
生

界
→

亦

　

　

不
レ

限
二

劫
數
一

盡
二

於
未
來
4

（

中
略
）

以
レ

有
二

如
レ

是
大
方
便
智
→

除
二

滅
無
明
】

見
二

本
法
身
司

自
然
而

有
二

不
思

議
業
種
種
之

用
司

即

與
二

　

　
真
如

奪
遍

三

切

鏖
又
亦
無
レ

有
二

用
相
可
F

得
。

何
以

故
・

謂
諸
佛

如
來
唯
是
法
身
智
相
之

身
・

箜
義
諦
無
レ

有
二

世

諦
境

翆

と

あ
る

。

こ

れ

は

真
如
の

用
の

説
示
で

あ
る

。

智
を

も
っ

て

無
明
を
除
滅
さ
せ

「

本
の

法
身
」

を
顕
す
と

説
く

。

真
如
の

不
思

議
な
働

き
の

中
に

、

真
如
と

智
が

共
に
あ
り

、

一

切
處
に

遍
満
す
る

と

説
く
こ

と

か

ら
法
身
に

智
が
関
係
し
て

い

る

の

を

確
認
で

き
る

。

　

法
身
の

智
が

無

明
を

除
く
こ

と
に

よ

り
顕
れ

る

「

本
の

法
身
」

と

「

智
」

の

関
係
に

注
目

す
る

と
、

『

起

信
論
』

の

法
身
に

は

智
と

真
如

が

関
係
し
て
い

る
。

本
覚
と

「

法
身
」

の

関
係
の

中
に

も

智
が

内
在
し
て

い

る

こ

と

に

な

る
。

つ

ま
り
本
覚
と

は

智
と

共
に
あ
る

真
如
の

働

き
を

包
含
し
た

法
身
と

結
び
つ

き
を
も
つ

覚
と
い

う
こ

と
に

な

る
。

で

は
、

『

釋
論
』

の

本
覚
理

解
を

考
察
し
て

み
た

い
。

『

釋
論
』

の

解
釈

に
つ

い

て

は
、

「

略
説
両
覚
安
立

門
」

を

た

よ

り
に

考
え
て

み
た

い
。

そ
の

内

容
を
図
と

し

て

み

る
。

　
そ

こ

に

は

『

起
信
論
』

の

「

本
覚
」

・
「

始
覚
」

・
「

不
覚
」

の

三

種
の

構
造
と
は

異
な

り
、

図
式
的
に

清
浄
本
覚
・

染
浄
本
覚
の

二

種
と

、

清
浄
始
覚
，

染
浄

始
覚
の

二

種
の

計
四

種
の

構
造
で

、

清
浄
と

染
浄
の

枠
組
み

お
い

て

対
応

す
る

関
係
に

な
っ

て

い

る
。

清
浄

本
覚
と

は
、

「

本
有
法

身
」

を
主

語
と

し

て

説
く

。

染
浄
本
覚
と
は

、

「

自

性
清
淨
心
」

を
主

語
と
し

て

説
き

、

無
明
に

よ

る

熏
習
を

受
け
る

と

す
る

。

こ

の

染
浄
と
は

『

起
信

論
』

に

お

け
る

「

不

覚
」

と

近
い

思
想
で

あ

る

と

推
察
で

き
、

清
浄
な
も
の

が

無
明
の

熏
習
を

受
け
て
い

る

状
態
で

あ

る
。

一 75 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智山学報第六 十二 輯

　
　
　

門

燕
糠
鑠
讖
→

靉
靉
嚇

昌
冖

一

　
　
　

略

　

清

浄
始
覚
を

み

る

と
、

「

無

漏
の

性
智
」

が
主

語
と

し

て

説
か

れ

て

お

り
、

染

浄
と

は

無

縁
な

状
態
で

あ
る

。

一

方、

染
浄

始

覚
で

は

「

始
覚
の

般
若
」

を

主
語

と

し

て

無
明
の

影
響
を
受
け
る

状

態
で

あ
る

と

説
く

。

清
浄
・

染
浄
二

種
の

始
覚
に

は

智
が
あ
る

こ

と

を
説
き

、

そ
の

智
の

明
・

無
明
の

在
り
か

た

を

清
浄
・

染
浄
の

二

種
に

お
い

て

説
い

て

い

る
。

「

清
浄
」

の

枠
組
み

に

お

い

て

「

清
浄

本
覚
」

と

「

清

浄

始
覚
」

に

は

「

法

身
」

と

「

智
」

が

関
係
し
、

「

染
浄
」

の

場
合
で

は

「

染
浄
本

覚
」

と

「

染
浄
始

覚
」

に

「

自
性
清
浄
心
」

と
「

智
」

が

無
明
に

熏
習
さ

れ
た
状

態
と

し

て

関
係
し

て

い

る
。

　
『

釋

論
』

の

本
覚
・

始

覚
の

理

解
は

「

不

覚
」

を

「

染
浄
」

と

し

て

捉
え
て

い

る
。

「

不
覚
」

に
ま
っ

た

く
依
ら

な

い

「

始

覚
」

、

そ

し

て

「

不

覚
」

の

影
響
を

う
け
る

「

本

覚
」

と

「

始

覚
」

が

あ
る
こ

と

に

な
る

。

そ
れ

は

『

起

信

論
』

で

は

説

示
さ

れ

な
い

内
容
で

あ
り

、

『

釋

論
』

の

特
徴
的

な

本
覚
理

解
で

あ
る

。

　

以
上

を
踏
ま
え
て

、

「

本

覚
」

に

お

け
る

別
な

解
釈
の

箇

所
を

み

て

み

た
い

。

そ
こ

で

は

「

本
覚
」

を

「

本
」

と

「

覚
」

に

分
け
各
十

種

の

特
徴
を

あ
げ
て

い

る
。

資
料
 
参
照
に

そ
の

内
容
を

図
に

の

せ

る
。

「

十

本
」

が

「

本
」

の

十
種、

「

十
覚
」

が

「

覚
」

の

十
種
で

あ

る
。
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そ

の

内
容
に

は

・

本
L

の

解
釈
に

、

・

本
有
法
身
L

を
（

清

鷺
者
・

法
身

絮
・

自
性
自

範）

を

説
く

・

「

覚
」

の

解
釈
に

は
・

薩
般

萋
忌

さ

切
智
慧
）

を
説
く

。

つ

ま
り

「

本

覚
」

に

は

清
浄
本

覚
の

本
有

法
身
に

加
え

、

】

切
智
慧
を

備
え
た

智
的
側
面
を
有
す
る

仏

身
論
で

あ
る
と

定

義
し

て

い

る

こ

と

に

な

る
。

で

は

次

に

「

本
有

法
身
」

に

つ

い

て

考
え
て

み

た
い

。

そ
れ
に
つ

い

て

『

釋
論
』

の

解
釈
を

見
て

み

る

と
、

『

起
信
論
』

所
説
「

心
体
の

念
相
を

離
れ

る
」

と

い

う
文
を

解
釈
し
次
に

よ

う
に

説
く
。

　

　
謂
心

體
離
二

念

相一

者
。

即
是
清
淨
本

覺
。

心

謂
即
是
自
性
清

淨
心

。

體
謂
即
是
本

有
法
身
體

。

如
レ

是
心
體
即

名
二

本
覺
而

（

中
略）

離
念

　

　
相
者

者
。

即
唱
二

清
淨
本

覺
人
一

辭

者
即
人

故
。

等
虚
空

界
無

所
不
遍
者

。

如
レ

是
覺
者
善
證
下

具
二

足
十

種
徳
義一

虚
空

理
上

故
。

法
界
一

　

　
相
者

。

如
レ

是
覺
者
於
二

所
證
之

真
如
法
界
→

而
共
和
合

。

一

味
一

相
無
二

差
別一

故
。

即
是
如
來

平
等
法
身
者

。

善
證
二

二

種
勝
妙
之
理
　

　

　
清

鑿
者

。

即
是
法

身
如

來
自

性
自
體

礁
依
此
法
身

読
名
本
覺
者

・

奢
法
身
自

性
徳
中

・

而

作
二

歸
依

莚
二

亠

活
淨
本
覺

顰

　
「

謂
心
体

離
念

相
」

を

「

清
浄

本
覚
」

で

あ
る

と

説
く

。

つ

ま

り
こ

こ

の

説
示
は

『

釋
論
』

が
「

清

浄
本
覚
」

に

つ

い

て

説
い

て

い

る

箇

所
と

い

う
こ

と

に

な
る

。

さ
ら

に

『

釋
論
』

は

マ

心

体
離
念
相
者
」

を

さ
ら

に

分
割
し
解
釈

す
る

。

「

心
」

を

「

自
性
清
浄
心
」

、

「

体
」

を

「

本
有
法
身
の

体
」

、

「

離
念
相
者
」

を

「

清
浄
本
覚
の

人
」

と

す
る

。

前
述

の

語
句
解
釈
は

そ
の

「

清
浄
本
覚
」

の

内
実
を

説
い

て

い

る
。

「

清
浄

本
覚
」

に

は

自

性
清
浄
心
と

本
有
法
身
の

体
が

あ
り

、

そ

の

中
の

自
性
清
浄
心

が

無
明
の

熏
習
を
受
け
る

こ

と

に

よ

り
「

染
浄
本

覚
」

と

な

る
。

「

清
浄

本
覚
」

は

妄
念
で

あ
る

「

念
相
」

を

離
れ

た
状

態
で

あ
り

、

浄
法
の

み
の

覚
者
と
い

う
こ

と

に

な
る

。

　
次
に

如
来
平
等
法
身
に

つ

い

て

考
え
て

み

る
。

『

起

信
論
』

で

は

「

如
来
平
等
法
身
」

を

「

此
の

法
身
に

依
っ

て

説
い

て

本
覚
と

名
つ

く
」

と

あ

り
「

法
身
」

と

「

本

覚
」

が

関
係
し

て

説
か
れ
て

い

た
。

『

釋

論
』

は

こ

の

「

依
此
法

身
説
名
本

覚
」

に
つ

い

て

「

本
有

法
身
の

自
性

の

徳
の

中
に

而
も

帰
依
を

作
し

て

清
浄
本

覚
の

称
を

建
立

す
る

が

故
に
」

と

解
釈
す
る

。

す
な

わ

ち

「

如
来
平

等
法
身
」

に

は

「

本
有

法
身

の

自
性
の

徳
」

が

関
係
す
る
こ

と
に

な
る

。

　
ま
た

「

離
念
相

者
」

を

「

清
浄
本

覚
の

人
」

と

す
る

説
示
や

「

体
」

を

「

本

有
法
身
の

体
」

と

す
る

説
示
か
ら

も
、

「

法
身
如

来
の

自
性

自
体
」

は

「

本
有
法
身
の

体
」

を

指
し

て

い

る
。

そ

し

て

「

覚
者
」

と

「

清
浄
本
覚
の

人
」

は

「

法
身
如
来
」

の

「

体
」

と

な

る
。

さ
ら
に

「

本
」

と

「

覚
」

の

十
種
解
釈
で

も

本
覚
に

「

本
宥

法
身
」

が
主

語
し
て

い

る

こ

と
か

ら

も
「

如
来

平
等
法
身
」

は

「

本

有
法
身
」

と

「

清
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浄
本
覚
」

を
軸
と

し
て

本

質
的
に
一

致
す
る

思
想
と

推
察
さ

れ

る
。

　
清
浄

始
覚
と

染

浄
始
覚
の

説
を
も
と

に

考
え
る

と
、

「

性
智
」

や

「

般
若
」

と
い

う
智
慧
で

あ
る

智
の

明
・

無
明
に

よ

る

影
響
の

在
り
か

た

を
論
じ
て

お

り
、

「

本
有
法
身
」

は

「

清
浄
本
覚
」

と
い

う
明
の

み
の

状
態
で

あ
る

「

清
浄

覚
者
」

そ

の

も

の

を

指
す
こ

と

に

な
る

。

　
一

方
で

、

「

本
覚
」

・
「

始

覚
」

の

有
為
・

無
為
に
つ

い

て

説
い

て

い

る

箇
所
が

あ
る

。

そ
こ

は

『

起
信
論
』

所
説
「

不
生

不
滅
」

・
「

生
滅
」

解

釈
で

説
か

れ

て

お

り
そ
こ

に

は
、

　
　

論
日

。

總
攝
二

一

切
無

為
法一

故
。

是
故
名

為
二

不
生
不

滅
の

不
生
不
滅
諸
無
為
法
之
總

相
故

。

總

攝
二

一

切
有
為
法一

故
。

故
名
二

生
滅
拍

　
　
（
中
略）

論
日

。

無
為

法
有
二

四

種
→

云

何
為
レ

四
。

一

者
真
如
無
為

。

二

者

本
覺
無

為
。

三

者

始
覺
無

為
。

四

者
虚

空
無
為

。

是
名

為
レ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
7）

　
　
四

。

有
為
法
有
二

五

種
の

云

何
為
レ

五
。

一

者
根
本
無
明
有
為

。

二

者
生
相

有
為

。

三

者
住
相
有
為

。

四

者
異
相
有
為

。

五

者
滅
相
有
為

。

と

説
い

て

お

り、

「

不
生

不
滅
」

を

「

無
為

法
」

、

「

生

滅
」

を

「

有
為
法
」

と

解

釈
す
る

。

そ

し

て

「

無

為
法
」

に

「

真
如
」

・
「

虚
空
」

・

「

本
覚
」

・
「

始

覚
」

の

四

種
と

す
る

の

で

あ
る

。

「

有
為
法
」

に
は

「

根
本
無
明
有
為
」

・
「

生

相
有
為
」

・
「

住
相
有
為
」

・
「

異
相
有
為
」

・
「

滅

相
有
為
」

の

五

種
で

、

無
明
と

「

生

住
異
滅
」

の

四

相
が

説
か
れ
る

。

　

以
上
の

こ

と

か
ら

『

釋
論
』

は
、

「

不
生

不
滅
」

と

「

生

滅
」

が

和
合

す
る

こ

と

を

無
為
法
と

有
為
法
が

和
合

す
る

と

解
釈
し
て
い

る
こ

と

に

な
る

。

「

清
浄
本
覚
」

と

「

清
浄
始
覚
」

は

無
為
法
で

あ
り

、

「

染
浄
本
覚
」

と

「

染
浄

始
覚
」

は

無
明
に

影
響
さ
れ

る

た

め

有
為
法
に

属
す
る
と

推

察
す
る

。

ま
た
こ

こ

で

は
、

無
為
法
に

「

真
如
」

・
「

虚
空
」

が

説
か

れ
て

い

る
。

今
度
は

「

清
浄

真
如
」

と

「

清
浄
虚
空
」

と

の

関
係
を

考
え
て

み

た
い

。

そ
の

該
当
す
る

と

思
わ

れ

る

箇
所
に
、

　
　

謂
性

真
如
及
虚
空
理

。

如
レ

是
二

理

各
有
二

幾
種
→

各
有
レ

ニ

故
。

云

何
名
為
二

二

種

真
如
週

一

者
清
淨
真
如

。

二

者
染
淨
真
如

。

虚
空
之

　
　

理

亦

復
如
レ

是
。

云

何

名
為
二

清
淨
真
如
の

二

種
淨
覺

所
證
真
如

。

離
二

熏
習一

故
。

云

何
名

為
二

染
淨
真
如
→

二

種
染
淨

覺
所
證
真
如

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
8）

　
　

不
レ

離
レ

熏
故

。

虚
空
之

理

亦

復
如
レ

是
。

と

あ

る
。

本
覚
と

始
覚
に

清
浄
と

染
浄
の

二

種
の

在

り
か

た

が
あ
る

よ

う
に

、

「

真
如
」

・
「

虚

空
」

に

も
清
浄
と

染
浄
の

二

種
が

あ
る

。

ま

ず
「

清
浄

真
如
」

と

「

染
浄
真
如
」

に
つ

い

て
、

前
者
は

「

本
覚
」

の

説
示
と

同

様
に

「

真
」

と

「

如
」

の

各
十
種
の

解
釈
に

お
い

て

「

本
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○
清
浄
本
覚
に

つ

い

て

　
「

離
念
相
者
等
虚
空
界

無

所
不

遍。

法
界
一

相

即
是
如
來

平

等
法
身

。

　

依
此

法
身
説

明

本

覺
。

何
以

故
本
覺
義
者

。

」

　
　
　
　

心

體

離

念
相

者

　
　
　
　
　
　
　
←

清
浄
本
覚
↓
清
浄
本
覚
の

人
睦

清
浄
覚
者
（
法
身
如
来
の

自
性

自

体）
11

本

有

法
身
の

癰
戀
瀬

獵

資料 

覚
者
は

善
く

十

種
の

徳

義
を

具

足

す

る

虚

空
の

理

を

証

す

○
清
浄

始
覚
に

つ

い

て

　
　
　
　
「

何
以

故
。

本
覺

義
者

對
始

覺

義

説
。

　
一

　
　一

以

始
覺
者
即
同

本
覺。
」

　
　
　
　
一

溝
犧
獵
覚
↓
大
智
力
等
で

過
患
の

海
を

対
治
す
る

1
具
足
圓
滿
過
於
恒
沙
無
量
無
邊
功
徳
浄

品

澱

蒙
蜷
ギ
言
語
道
絶
心
處
滅

−
而
有
言
説

−

具
足
圓
滿
過
於
恒

沙

無
量

功
徳

清
淨
本
始
覺
　
從

無
治
巳

來

　
遠
離
一

切

染
　
湛
明
若
虚

空

是
故
此
門
中
　
無
能
熏
染
法
　
無
所
熏

淨
法
　
唯
有
自
家

徳

十本十覚

○
染
浄
本
覚
と

染
浄
始
覚

「

始
覺

義
者。

依

本

覺

故
而

有

不
覺

．

依
不

覺
故

説

有
始
覺

。

」

染浄本覚
　 　 1

 
根
本

事
本

ー
本
有
法

身
は

能
く

善
く
一
切
の

功

徳
を

住

持
す

。

 
本
本

事
本

ー
本
有
法

身
は

無
始
よ

り
来

た

自
然

性
有

に
し

て

始
に

起
こ

る

に

あ
ら

ず
故
に。

 ．
遠

本
事
本

1
本
有
法

身
は

其
の

有
徳
の

時
は

重

重
久
遠
に

し
て

分

界
無
き

故
に。

 ．
自
本

事
本

1
本
有

法
身
は

我
自
ら

が
我
を
成

ず
る
る

に

し

て

他
よ

り
我
を
成

ず
る

に

非

ず
の

故
に。

 
体

本
事
本

−
本
有
法

身
は

諸
の

枝
徳
の

た
め

に

依
止

と
な

る

故
に。

 
性

本
事
本

−
本
有
法

身
に

不
転
の

義

有
り

常
に

建
立

す
る

故
に。

 
住

本
事
本

−
本
有
法

身
は

無
住

に
住
し

去

來
無

き
故

に
。

 
常

本
事
本

−
本
有
法

身
は

決
定

実
際
に

し
て

流

転
無

き
故
に。

 
堅

本
事
本

−

本
有
法

身
は

瓜
相

を
遠

離
し
て

堅

固

不
動
な

る
こ

と

金

剛
の

如

く
の

故
に。

 
総

本
事
本

i
本
有
法

身
は

広
大

圓
滿
に

し
て

遍
ぜ

ざ

る
と
こ

ろ

無
く

通
體

の

故
に。

通示二 種

離性本始

本
覚

1
善

受
染
熏

L
鏡

字
事
覚

−
薩
般
若

慧
は

清
浄

明
白
に

し
て

塵

累
無

き

故
に
。

Z
開

字
事

覚
−
薩
般
若

慧
は

通
達

顕

了
に

し
て

障

礙
無
き

故
に

。

a
一
字
事

覚
−
薩
般
若

慧
は

独
尊

独
一
に

し
て

比

量

無
き

故
に

。

生

離

字
事

覚
−
薩
般
若

慧
は

R
性
解
脱
に

し
て
一
切

種
種
の

縛

を
出

離
す
る

故

に。

5
満

字
事

覚
−
薩
般
若

慧
は

無
量

の

種
種
の

功
徳

を
具
足
し

少

な
き

所
無
き

故
に。

α

照

字
事

覚
−
薩
般
若

慧
は

大

光
明
を

放
っ

て
一
切

無
量
の

境

を
遍

照
す
る

故

に。

7
察

字
事

覚
−
薩
般

若
慧
は

常

恒
に

分
明
に

し

て

迷
乱
無

き
故
に。

＆

顕

字
事

覚
−
薩
般

若
慧
は

清
浄

な

體
中
に

浄
品

の

眷
屬
が

悉

く
現

前
す
る

故

に
。

9
知

字
事

覚
i
薩
般

若
慧
は
一
切

法
に

於
て

窮
め

ざ
る

と
こ

ろ

無
き

故
に。

10
覚

字
事

覚
−
薩
般

若
慧
は

所

有
の

功
徳
は

唯

覚
照

有
り
て
一
一
の

法
而
も

覚

に

非
ざ
る

無
き

故

　

　

　

　

　
　
に。

染
淨

本
覺
中

　
或
各

有
十

義

前
説

十
事

中

　
各
有

離
性

故

論
円

。

此

本
覺
中

或

各
有

十
義

。

所
以

者

何。

前

十

義
中

各
有

不
守

自
性

義
故。

字
事

配
屬
依
向

應
知。

如

是
二

覺
同
耶

異

耶．

非
同

同
故

非
異

異
故。

以

此

義
故
或
同

或
異。

或

非
是

同
或
非

是

異。

是

故

皆
是

非
而
巳。

一 79 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智山学報第六十二 輯

　
　

　

　
　

　

　
　
〔
9）

有
法
身
」

の

「

真
理
」

等
を

あ
か

す
。

後

者
は

無
明
の

影

響
を

受
け
る

状

態
で

あ
る

。

「

清
浄
虚

空
」

と

「

染
浄

虚
空
」

に
つ

い

て

は
、

前

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
10）

者
に
つ

い

て

虚
空

が

「

無
礙
」

等
の

無

明
に

影
響
さ
れ

な
い

こ

と
を

「

真

如
」

同
様

各
十
種
の

解
釈
を

あ
げ
て

説

く
。

後
者
の

「

染

浄
虚

空
」

は

反
対
に

無
明
の

影
響
を
受
け
て

い

る

こ

と

を
あ
か
す

。

　
「

本

覚
」

と

「

始
覚
」

が

無
明

に

影
響
さ

れ

な
い

「

清
浄
」

の

立

場
と
、

影
響
さ
れ
る

「

染
浄
」

の

立

場
が

「

真
如
」

と

「

虚
空
」

に

も

あ
り

、

無
為
法
で

あ
る

「

真
如
」

・
「

本
覚
」

・
「

始

覚
」

・
「

虚
空
」

は

「

清
浄

真
如
」

・
「

清
浄
本

覚
」

・
「

清
浄
始

覚
」

・
「

清
浄
虚
空
」

の

四

種

が

そ
の

ま
ま

関
係
し

て
い

る
。

逆
に

、

有
為
法
の

方
は

無
明
に

影
響
さ

れ
る

「

染
浄
」

の

「

真
如
」

・
「

本
覚
」

・
「

始
覚
」

・
「

虚
空
」

が

関
係

す
る

。

　
『

釋
論
』

の

本
覚
理

解
は

、

「

清
浄
本
覚
」

と

「

染
浄

本
覚
」

の

二

種
が
あ

り、

明
だ

け
の

状

態
か

、

明
・

無
明
の

相
熏
習
に

よ

る

状
態
に

あ
る

か

が

説
か

れ
る

。

「

清
浄
本
覚
」

に

説
か
れ

る

「

本
有
法
身
」

に

は

「

智
」

と

「

理
」

が

説
か

れ
て

い

る
。

「

清
浄
始
覚
」

と

「

染
浄
始

覚
」

に
つ

い

て

も
、

無

明
に

影
響
さ
れ

な
い

「

始

覚
」

を

「

清
浄
始
覚
」

と

す
る

。

「

不
覚
」

が

「

染
浄
」

の

立
場
と

し
て

説
か
れ

て

お

り
、

　
卜

「

本

覚
」

・
「

始
覚
」

に

「

染
浄
」

の

名
を
冠
し

て

説
か
れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

本
覚
の

四

種
理

解
に
つ

い

て

図
に

し

た

も
の

を

載
せ

る
。

次

　
ヨ

項
よ

り
グ

ル

ー

プ
分
け

し
、

『

開
題
』

類
に

お

け
る

「

本
覚
」

つ

い

て

考
察
し

て

い

く
。

三

　
『

開
題
』

類
に

お

け
る

本
覚

　
本
項
で

は

『

釋
論
』

の

本
覚
理

解
を
踏
ま

え
て
、

『

開
題
』

類
に

お

け
る

本
覚
に
つ

い

て

考
察

す
る

。

考
察
に

際
し

、

資
料
の

グ

ル

ー

プ

化
行

う
。

そ

れ
は

 
『

大
日

経

開
題
』

「

法
界
浄
心
」

・
「

衆
生

狂
迷
」

・
「

隆
崇

頂
不

見
」

、

 
『

金

剛
頂
経
開

題
』
、

 
『

法

華
経

開

題
』

・

『

法
華
経

釋
』

、

 

『

金

剛
般
若
経
開
題
』

、

 
『

梵
網

経
開
題
』

・
『

釋

論
指
事
』

お

け
る

本
覚
に
つ

い

て

考
察
を
行

う
。

三

1
 
　
『

大
日

経
開
題
』

「

法

界
浄
心
」

・
「

衆
生

狂
迷
」

・
「

隆
崇
頂
不
見
」

そ
れ

で

は

『

大
日
経

開
題
』

に

お

け
る

本
覚
に
つ

い

て

考
察
す
る

。

『

大
日

経
開
題
』

に

は

数
種
の

資
料
が

あ
る

。

そ
の

な

か

で

本
項
で

N 工工
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は
、

「

法
界
浄
心
」

・
「

衆
生
狂
迷
」

・
「

隆

崇
頂
不
見
」

に

共
通

す
る

本
覚
の

箇

所
を

あ
げ
検
討
を

お
こ

な

う
。

こ

こ

で

説
示
さ

れ

る

「

本
覚
」

の

語
が

あ
る

の

は

コ

如
本
覚
」

で

あ
る

。

そ
れ

で

は

そ
の

箇
所
を

あ
げ
る

。

　
　

夫
れ

法
界
の

浄
心
は

、

十
地
を

超
え
て

以
っ

て

絶
絶
た

り
。

一

如
の

本
覚
は

、

三

身
を

孕
ん

で

離
離
た

り
。

況
や

復
曼
荼
の

性
佛
は
、

　
　

圓
圓
の

圓
。

大
我
の

真
言
は

本
有
の

又
の

本
な

り
。

風
水
の

龍
、

其
の

波
瀾
を

動
ず
る
こ

と

得
ず

。

　
　
　
　
　
　

（
『

弘

大
全
』

一

輯）

と
こ

こ

で

は

「

一

如
本

覚
」

が

説
か
れ
る

。

他
に

「

本
有
」

の

語
は

『

釋
論
』

所
説
の

「

本
有
法
身
」

を

連

想
さ

せ

る
。

「

圓
圓
」

・
「

風

水

龍
」

等
に
つ

い

て

も
語
句
の

援
用
と

推
察
す
る

。

こ

こ

で

の

「

一

如
本
覚
」

と

は
、

後
に

考

察
す
る

『

法
華
経
開
題
』

に
お
い

て

も

説
か

れ

て
い

る
。

す
な

わ

ち
『

法
華
経
』

の

具
名
で

あ
る

「

妙
法
」

に

つ

い

て

六

重
の

浅
深
を

「

六
種
本
覚
」

と

し

て

示
す

。

下
か
ら

「

染
浄

本
覚

妙
法
」

・
「

清
浄
本
覚
妙
法
」

・

「
一

心

法
界
本
覚
妙
法
」

・
「

三

自
本
覚
妙
法
」

・

コ

如
本
覚
妙
法
L
・
「

不
二

本
覚
妙
法
」

と

な
る

．

　
つ

ま

り
こ

こ

で

の

「

一

如
本
覚
」

と

は

上

か

ら
二

番
目

の

本
覚
と

な
る

。

そ

し

て

「

一

如
本
覚
」

に

は

「

三

身
」

を
含
ま
れ
て
い

る
こ

と

に

な
る

。

「

復
曼

荼
の

性

仏
」

と
は

曼
荼
羅
の

諸
仏
を

あ
ら

わ

し
、

「

円
円
の

円
」

は

「

一

如
本

覚
」

の

上

位

「

不
二

本

覚
」

に

該
当
す
る

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　〔
11＞

「

不
二

摩
訶
衍

法
」

に

あ
た

る
と

推

察
す
る

。

す
な
わ

ち

『

釋
論
』

は

「

不
二

摩
訶

衍
法
」

を

説
示
す
る

際
、

「

性
徳
円
満
海
」

や

「

円

円

海

　
　
　（
12）

徳

諸
仏
勝
」

と

説
い

て

い

る
。

後
者
の

方
が

類
似
性
を

強
く
感
じ

る
。

「

不
二

摩
訶

衍
法
」

を
「

曼
荼
羅
の

性
仏
」

と

規

定
し

て

お

り
、

そ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
13）

の

曼
荼

羅
諸

尊
が

「

不
二

摩
訶
衍
法
」

説
示
で

登

場
す
る

「

諸
仏
と

言
う
は

則
是
れ

不
二

摩
訶
衍
法
」

の

説
示
を

巧
み

に
援

用
し

て
い

る
と

推

察
す
る

。

　
つ

ま

り
「

一

如
本
覚
」

は

顕
教
の

段
階
で

あ
り

、

「

円
円
の

円
」

は

「

不
二

摩

訶
衍
法
」

で

密
教
の

段
階
で

あ
る

と

推

察
す
る

。

「

一

如

本

覚
」

以

外
の

「

法
界
浄
心
」

の

立

場
に
つ

い

て

は
、

「

染
浄
本

覚
」

・
「

清

浄
本
覚
」

・
「

一

心

法
界
本
覚
」

・
「

三

自

本
覚
」

が

統

合
さ
れ

た

も

の

と

推
察

す
る

。

以
上
の

問
題

に

関
し

て

「

風
水
の

龍
」

に

注
目

す
る

と
、

こ

れ

も

『

釋
論
』

所
説
で

あ
る

。

そ

れ

に
つ

い

て
、

　
　
一

者
出
生

光
明
龍
王

。

二

者
出
生

風
水
龍
王

。

第
一

龍
王

以
二

淨
光
明一

而
為
二

依
止
→

第
二

龍
王

以
二

風
水
徳一

而
為
二

依
止
司

二

種

本
法

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
14）

　
　
出
生
龍
王

亦
復
如
レ

是
。

一

體
本
法
以
二

純
淨
法一

而
為
二

其
體
→

三

自
本
法
以
二

染
淨
法一

而
為
二

其
徳
一

故
。

と

あ
る

。

こ

れ

は

「

一

体

摩
訶

衍
法
」

と

「

三

自
摩

訶
衍

法
」

に

お

け
る

「

十

種
名
」

の

説
示
箇

所
で

あ
る

。

そ

の

二

法
の

別

名
と

し

て
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「

風
水
龍
王
」

が

説
か

れ
る

。

2
体

摩
訶
衍
法
L

は

「

光
明
龍
王
」

で

浄
法
を
あ
ら

わ

し
、

「

三

自

摩
訶

衍
法
」

は

「

風
水

龍
王
」

で

染
浄

法
を
あ
ら

わ

す
。

『

大
日

経
開
題
』

の

「

風
水
龍
」

は

染
と

浄
の

法
を

表
現
し
て

い

る

こ

と

に

な

る
。

浄
法
の

立

場
は

2
如
本

覚
」

、

染
浄

法
の

立

場
は

「

法
界
浄
心
」

と
な

り
、

「

一

如
本
覚
」

以

下
の

四

種
の

本

覚
は

三

自
門
す
な
わ

ち

「

生

滅
門
」

所
入
の

法
を

こ

こ

で

は

説
い

て

い

る
。

　
「

本
有
」

に

つ

い

て

は
、

こ

れ

も
『

釋

論
』

所
説
「

本
有
法
身
」

が

当
て

は

ま
る
と

考
え
る

。

こ

の

法
身
は

「

清
浄
本
覚
」

を

説
示

す
る

際
に

登
場
す
る

。

「

大
我
」

で

あ
る

法
身
大
日
如
来
の

真
言
が

「

本
有
の

又
の

本
」

と

あ
る

こ

と

か

ら
、

「

本
有
法
身
」

の

根
幹
に

位
置
す
る

の

が
大
我
で

あ
る

法
身
大
日

如
来
の

真
言
で

あ
る
と

推

察
す
る

の

で

あ
る

。

真
言
の

性
質
が

『

大
日

経
開
題
』

に

お
い

て

浄
法
と

染
法
が
波

瀾
を
及
ぼ

す
こ

と

が
で

き
な
い

こ

と

を

「

風

水
の

龍
」

を

用
い

て

説
い

て
い

る
。

　
一

方
で

「

三

身
」

等
に

関
し
て

『

大
日

経
開
題
』

は

大
日

経
の

具
名
に
つ

い

て

　
　
大
毘
盧
遮
那
と

は

自

性
法

身
即
ち
本
有

本
覚
の

理
身
な
り

。

次
に

成

佛
と
は

受
用

身
な
り

、

此
れ
に
二

種
有
り

、

一

に

は

自
受
用
身

、

　
　
二

に

は

他
受
用

身
に

し
て

、

修
得
即
ち
始

覚
智
身
な
り

。

神
変
と

は

他
受
用
応

身
す
な
わ

ち
変

化
法
身
な
り

。

加
持
と
は

等
流
身
即
ち

　
　
是
れ
三

界
六

道
隨
類
の

身
な
り
。

若
し

四

を
摂
し
て

三

と

為
さ

ば
、

神
変
加
持
を
合
わ

せ

て
一

と

為
す

。

即
ち
法
応

化
の

三

身
、

次
の

　
　
如
く
知
ん

ぬ

べ

し
。

次
に

三

大
に

配
し

て

釈
せ

ば
、

大
毘
盧
遮
那
と
は

体
な

り
。

成
佛
と

は

相
な

り
。

神
変
加
持
と
は

用
な
り

。

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

『

弘

大
全
』

第
一

輯
）

と

説
い

て

い

る
。

「

大
毘
盧
遮
那
」

を

「

自
性
法
身
」

と

し

て

「

本

有
本

覚
の

理
身
」

と

示
す

。

こ

の

「

本

有
本
覚
の

理

身
」

と

は

「

清
浄

本

覚
」

説
示
に

あ
る

「

本
有
法
身
」

を

暗
に

示
し
て

い

る
。

「

本

有
」

を

「

本
有

法
身
」

と

す
る

な
ら

ば
、

関

連
し

て

い

る

「

本

覚
」

は

「

清
浄
本
覚
」

と

な
る

。

つ

ま

り
『

釋
論
』

所
説
「

清
浄
本
覚
」

に

お

け
る

「

本
有
法

身
」

を

援
用

し

て
い

る

こ

と
に

な
る

。

そ
れ
に

加
え

「

受
用
身
」

に

お
い

て

「

始
覚
智
身
」

と

示
す

。

こ

れ
は

「

清
浄

始
覚
」

に

お

け
る

「

薩
般
若
」

の

「

智
」

に

お

け
る

「

本
有

法
身
」

の

説

示
を
意

識
的
に

引
い

て

い

る
。

『

釋

論
』

説
示
に

お
い

て

「

清
浄
本

覚
」

に

「

本
有
法
身
」

、

「

清
浄
始

覚
」

に

「

智
」

を

主
語

と

し
て

説
い

て
い

る

こ

と

か

ら
、

こ

こ

で

の

説
示
は

「

本
有
法
身
」

に

内
在
す
る

「

理
」

・
「

智
」

を
「

四

種
法
身
」

に

お

け
る

「

自
性
法
身
」

と

「

受
用
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甌
　　 自他五 智の 佛

　　　　　1
　　　 本覚の 佛

k

身
L

説
示
に

用
い

て

い

る
。

　

そ
し

て

「

三

身
」

に

つ

い

て

は
、

「

法
応
化
」

の

三

身
と

説
く

。

「

一

如
本
覚
」

に

お

け
る

「

三

身
」

と

は
、

こ

の

説
を

見
る

限
り
「

法
応

化
」

の

三

身
と

な

る

だ

ろ

う
。

こ

の

「

三

身
」

に
つ

い

て

も
、

『

釋
論
』

は

「

三

大
」

と

関

係
し

て

論
説
し

て
い

る
。

小

論
で

は

紙
幅
の

都

合
上

触
れ

な
い

。

　

本
考
の

『

大
日
経
開
題
』

に

お
け
る

「

本
覚
」

に
つ

い

て

ま

と

め

る

と
、

「

一

如
本

覚
」

が
説
か

れ

て

お

り、

『

法
華
経
開
題
』

の

「

六
種

本
覚
」

思

想
を

取
り
入
れ

た

も
の

と
い

え
る

。

そ

し

て

「

一

如
本
覚
」

に

「

法
応

化
」

の

「

三

身
」

が

あ
る

と

説
く

。

一

方
、

「

自
性
法
身
」

に

「

本

有
本
覚
の

理

身
」

、

そ

し

て

「

多
受
用

身
」

に

「

始

覚
智
身
」

と

説
い

て
い

る
。

『

釋

論
』

の

「

清
浄

本

覚
」

・
「

清

浄

始

覚
」

の

「

理
」

・
「

智
」

に

お

け
る

説
示
を

援
用
し

て
い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
三

1
 
　
『

金
剛
頂
経
開
題
』

　
で

は

次
に

『

金

剛
頂
経
開
題
』

に

お

け
る

「

本
覚
」

に
つ

い

て

み

て

み
る

。

説
示
箇
所
と

図
に

し
た

も
の

を
の

せ

る
。

こ

の

図
は

本

覚
に

お

　
る

解
釈
を

簡
略
化
に

し
た

も
の

で

あ
る

。

委
し

く
は

資
料
 
を
参
照
願
い

た
い

。

　
　

今
こ

の

経
に

示
す
と

こ

ろ

の

本
覚
は

、

通
じ

て

は
一

切
本
覚
を
摂
し

、

別
し
て

は

不
二

門
の

本

覚
を

表
す

。

こ

の

本
有

法
身
は

そ
の

数

　
　

無
量

な

り
。

故
に
一

切
如
来
と

云

う
。

（

中
略）

然
も

こ

の

不
二

の

本
覚
は

、

能
く
一

切
門
の

佛
を

摂
す

。

　

　
（
『

弘
大
全
』

一

輯
七

〇
一

頁）

ヱ

鵡
鍵
醤

別

不
二

摩
訶
衍
一

心
本

覚

不
二

本

覚
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『

金

剛
頂
経
開
題
』

は
、

『

金
剛
頂
経
』

の

具
名
で

あ
る

「

金
剛

頂
瑜
伽
一

切
如
来

真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王

経
」

に

つ

い

て

解
釈
し

た

も

の

で

あ
る

。

　
こ

の

「

金
剛

頂
経
」

と
い

う
経
の

本
覚
と
は

「

通
」

に

は

コ

切
本

覚
」

を

摂
し

、

「

別
」

に

は

「

不
二

本
覚
」

を

あ
ら
わ

し

て
一

切
門

の

仏

を

摂
す
と

説
く
。

そ
し
て

具
名
の

「

一

切
如
来
」

の

語
に
つ

い

て

「

本
有

法
身
」

が

無
量
に

あ
る
と

説
く

。

　
そ

こ

で

コ

切
如
来
」

の

論
説
を

み

る

と
、

「

通
」

に

「

三

自
一

心

門
本

覚
」

と

「

＝

真
如

門
本
覚
」

。

「

別
」

に

「

不
二

摩

訶
衍
一

心

本
覚
」

と

説
く
。

詳
し

く
は

「

通
」

の

「

三

自
一

心
門
本
覚
」

よ

り

「

染
浄
本
覚
」

・
「

清

浄
本
覚
」

・
「

一

心

法
界
本
覚
」

・
「

三

自
本
覚
」

が

説
か

れ
、

「

一

一

真
如
門
本
覚
」

か

ら
は

「

染
浄
真
如
本
覚
」

・
「

清
浄

真
如
本
覚
」

が

説
か

れ

る
。

「

別
」

で

は

「

不
二

本
覚
」

が

説
示
さ

れ

る
。

「

一

切
本
覚
」

と
は

「

通
」

の

「

三

自
一

心

本
覚
」

と

コ
一

真
如
本
覚
」

と

な

り
、

「

別
」

と

は

「

不
二

摩
訶
衍
一

心
本
覚
」

の

「

不

二

本
覚
」

と

な
り

、

「

三

門
」

構
造
で

あ
る
と

確
認
で

き
る

。

　
ま

た
、

「

一

切
如

来
」

を

「

本
有

法
身
」

と

す
る

背
景
を

考
え
る

と
、

『

大
日
経
開
題
』

で

「

自

性
法
身
」

を

「

本
有
本
覚
の

理

身
」

と

す

る

四

種
法

身
の

説
示

と
一

貫
し

た

思
想
に

基
づ

く
も
の

と

推
察
で

き
る

。

「

本
有
法

身
」

に

は

「

理
」

と

「

智
」

が

あ
る

こ

と

は

前

項
で

述

べ

た
。

そ
れ

を
四

種

法
身
に

お
い

て

「

自

性
法
身
」

を

「

理

身
」

と

論
説
し

、

「

受

用
身
」

を

「

智

身
」

と

し
た

も
の

で

あ
る

。

「

一

切

如

来
」

は

数
が

「

無

量
」

で

あ
る

こ

と

か

ら

『

大
日

経
開
題
』

と

は

少
々

異
な
る

が

四

種
法
身
全

体
の

立

場
を

「

無
量
」

で

あ

る

「

理
」

・

「

智
」

を
そ
な
え
た

「

本

有
法
身
」

と
】

括
り
に

当
て

は
め

説
明
し
て

い

る
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
15）

　
『

弁
顕

密
二

教

論
』

の

説
示
を

み

て

み
る

と
、

「

不
二

摩
訶
衍
法
」

を

「

自
性

法
身
」

と

す
る

。

『

大
日

経
開
題
』

の

説
示
を

見
る

限

り
、

「

不
二

摩

訶
衍
法
」

は

「

自
性
法
身
」

で

「

理

身
」

と
な
る

。

「

理

身
」

と

「

智
身
」

の

関
係
に

つ

い

て

後
ほ

ど

検
討
し
て

み

た
い

。

　
『

金
剛

頂
経
開
題
』

の

本
覚
は

『

法
華
経
開

題
』

所
説
「

六

種
本
覚
」

と

異
な
る

形
態
で

展
開
し

て
い

る
。

そ
れ
は

「

清

浄
真
如

本
覚
」

と

「

染

浄

真
如

本
覚
」

が
説

示
さ
れ
て

い

る

点
で

あ
る

。

『

釋
論
』

で

は

「

清
浄
本

覚
」

・
「

染
浄
本

覚
」

・
「

清
浄

始
覚
」

・
「

染
浄

始
覚
」

・

「

清
浄
真
如
」

・
「

染
浄
真
如
」

・
「

清
浄
虚

空
」

・
「

染
浄
虚
空
」

、

が

「

不
生
不

滅
」

と

「

生

滅
」

に

お

け
る

有
為
法
・

無
為

法
の

関

係
に

お
い

て

説
か

れ

て

い

る
。

こ

こ

で

は

「

清
浄
始

覚
」

・
「

染
浄

始

覚
」

・
「

清
浄
虚
空
」

・
「

染
浄
虚

空
」

は

説
か

れ

な
い

。

あ
き
ら

か
に

『

釋
論
』

の
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思
想
を

援
用
し

た

独
自
な

展
開
で

あ

り
、

「

＝

真
如
門
」

で

あ
る

「

真

如
門
」

か

ら

「

染
浄

真
如
」

と

「

清
浄
真

如
」

に

本
覚
思

想

を

当

て

は

め

て

い

る
。

　
「
⊥

ハ

種
本
覚
」

と

共
通

す
る

本
覚
は

、

「

染
浄
本
覚
」

・
「

清
浄
本
覚
」

・
「

一

法
界
本
覚
」

二

心

法
界
本
覚）
・
「

三

自
本

覚
」

で

あ
る

。

上

記
以

外
の

「

一

如
本
覚
」

と

「

染
浄

真
如
本
覚
」

、

そ

し

て

「

清
浄
真
如
本

覚
」

の

関
係
が

問
題
と

な
る

。

『

金

剛
頂
経
開

題
』

で

は

前
述
の

通
り

「

三

門
」

構
造
で

本

覚
を

説
示
し

て
い

る
。

つ

ま
り

「

真
如
門
」

の

所
入
の

本

覚
が

「

染
浄

真
如

本
覚
」

と

「

清
浄

真
如
本

覚
」

と
な

る
。

「

一

如
本

覚
」

も

『

大
日

経
開
題
』

の

考
察
か

ら

「

真

如
門
」

所
入
で

あ
る

こ

と

か
ら

、

前
二

種
の

「

真
如

本
覚
」

は
、

「

一

如
本

覚
」

を

「

三

門
」

構
造
に

よ
っ

て

「

真
如
門
」

の

内
容
を
展

開
さ

せ
た
も
の

と

い

え
よ

う
。

　

当
然
「

六

種
本
覚
」

の

内
「

不
二

本
覚
」

は

「

不
二

門
」

所
入
の

不
二

摩
訶
衍
法
の

本

覚
と

な
り

、

結
果
的
に
は

計
七

種
の

本
覚
が

『

金

剛

頂
経
開
題
』

に

お
い

て

説
か

れ

て

い

る
。

　
『

法
華

経
開
題
』

に

お

い

て

「

⊥

ハ

種
本

覚
」

の

浅
深
が

説
か

れ

る
。

「

不
二

本
覚
」

を
除
い

た
、

「

五

種

本
覚
」

の

内
「

一

如

本
覚
」

が

上

位
の

本
覚
で

あ
る

と

説
い

て

い

る
。

こ

れ

を

踏
ま

え
る

と

「

真
如
門
」

で

あ
る

「

一

一

真
如
門
本
覚
」

は

上

位
の

本

覚
に

位
置
す
る

と
い

え

よ
、
つ

。

　

具
名
の

「

真
実
」

に
つ

い

て

も

「

真
」

を

「

真
如
」

と

し

て

解
釈
し

、

「

通
」

と

「

別
」

に

分
け
て

い

る
。

「

通
」

の

中
に

「

清
浄

真
如
」

と

「

染
浄

真
如
」

が

説
か

れ
、

「

別
」

に

「

自
門
秘
密
の

真
如
」

と

す
る

。

コ

切
如
来
L

と

同
様
な
形
式
で

解
釈
が

な
さ
れ
て
い

る
。

こ

の

「

通
」

は

「

】

切

如
来
」

の

「

通
」

に

通
じ
、

「

染
浄

真
如
」

≒
清
浄

真
如
」

が

「

二

門
」

に

相
応
す
る

と

説
く

。

「

別
」

で

は

「

不
二

摩

訶

衍
　

心
本

覚
」

に

通
じ
、

「

自
門
秘
密
の

真
如
」

に

相
応
す
る

。

「

通
」

は

顕
教
の

立

場
、

「

別
」

は

密
教
と

な
る

。

「

通
」

の

顕
教
の

中

に

も
、

浅

深
の

段
階
が

あ

り

コ

ニ

門
」

構
造
と
し

て

説
示
さ

れ

て

い

る
。

　

さ
ら
に

具
名
の

「

現
証
」

説
示
に

も

「

三

門
」

が

説
か

れ
、

最
終
的
に

「

二

門
」

は

「

不
二

門
」

に

摂
さ

れ

る

体
裁
と
し
て

共
通
す
る

。

「

真
実
」

解
釈
で

も

「

染
浄
真
如
」

と

「

清
浄
真
如
」

が
登

場
す
る

の

は
、

「

一

切
如
来
」

の

解
釈
を
用
い

て

い

る
。

そ
の

解
釈
の

中
に

『

釋

論
』

の

十
種
真

如
解

釈
が

引
か

れ

る
。

十

種
の

「

真
」

を

引
き

、

さ

ら
に

十
種
の

染
浄
・

清
浄
の

「

本
」

解
釈
を

引
い

て

相
応
さ
せ

る
。

十
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種
の

「

如
」

で

も
、

十
種
の

染
浄
・

清
浄
の

「

覚
」

を

相
応
さ

せ
、

最
終
的
に

清
浄
・

染
浄
の

二

種
の

真
如
が

染
浄
・

清
浄
の

本
覚
と

対
応

す
る
と

し
、

「

一

切
如
来
」

の

「

通
」

と

関
連

付
け

さ

れ

て
い

る
。

「

真
如
」

と

「

本
覚
」

の

思
想
を
も
と

に

「

真
如
門
」

と

「

生
滅
門
」

の

関
係
を

暗
に

示
し
て

い

る
こ

と

に

な

る
。

　
「

不
二

門
」

に

つ

い

て

は

『

釋
論
』

所
説
の

「

三

十
二

法
門
」

の

所
入

法
と

能
入
門
の

構
造
を

「

不
二

摩
訶
衍
法
」

に

導
入
す
る

。

本

来
、

能
入
門
の

無
い

「

不
二

摩
訶
衍
法
」

に

「

不
二

門
」

を

立

て

「

不
二

門
」

・
「

真
如
門
」

・
「

生

滅
門
」

の

「

三

門
」

を

展
開
し
て

い

る
こ

と

に

な

る
。

　
「

一

一

真
如
門

本
覚
」

と

「

三

自
一

心
門

本

覚
」

に

お

け
る

「

三

十
二

法
門
」

の

関

係
は

、

『

釋
論
』

所
説
「

三

十
二

法
門
」

中
の

前

重

「

一

体
一

心
門
」

と

「

三

自
一

心

門
」

と

な
る

だ
ろ

う
。

具
名
「

摂
大
乘
」

説
示
を

み

る

と
、

「

能
摂
大

乗
」

に

「

根
本
総

体
不
二

大
乗
」

と

し
、

「

所
摂
大

乗
」

に

「

三

十
二

大
乗
」

を

説
い

て

い

る
。

こ

の

こ

と
か

ら

「

三

十
三

法
門
」

の

枠
組
み

で

「

不
二

本
覚
」

を

「

不
二

大
乗
」

、

「

三

真
如
門

本
覚
」

と

「

三

自
一

心

本
覚
」

を

「

真
如
門
」

・
「

生

滅
門
」

と

し
て

「

三

十
二

大
乗
」

と

し

て

捉
え
て

い

る

こ

と

に

な
る

。

　

前
述
し
た

「

四

種
法
身
」

と

「

本
有
法
身
」

に

つ

い

て

考
え
て

み

た
い

。

『

金
剛

頂
開
題
』

で

は

「

金

剛
頂
経
」

の

具
名
に

お
い

て

五

仏

を

配

当
す
る

。

「

金

剛
頂
」

に

「

大
日

尊
」

、

「

一

切
如
来
」

に

「

阿

閖
仏
」

、

「

真
実
」

に

「

宝
生

仏
」

、

「

摂

大
乗
」

に

「

無
量

寿
仏
」

、

「

現

証
」

に

「

不
空
成
就
仏
」

と

す
る

。

　
こ

の

五

仏
が

「

一

切
如
来
」

の

解
釈
に

お
い

て

「

五

智
の

仏
」

と

し

て

説
示
さ

れ
て

い

る
。

す
な
わ

ち
「

四

種
法
身
の

自
然
自
覚
」

か

ら

展
開

す
る

「

通
」

と

「

別
」

の

「

三

門
」

は
、

「

四

種
法

身
」

が

「

本
覚
の

仏
」

と
し

て

「

五

智
」

か

ら

「

五

仏
」

の

展
開
が

な

さ
れ

て

い

る
こ

と

を

暗
に

示
さ

れ

て
い

る

こ

と

に

な
る

。

　

要

す
る

に

五

仏
に

「

智
」

が

あ

り、

不
二

本

覚
に

は

「

本
有
法
身
」

の

関

係
か

ら

「

理
」

が

あ
る

。

そ
し

て

先
の

検
討
か

ら

「

自

性
法

身
」

は

「

理
身
」

で

「

不
二

摩
訶

衍
法
」

と

な
る

。

「

一

切
如
来
」

を

「

本
有
法
身
」

と

す
る
の

は
、

そ

の

中
に

理

智
が

内
在
し

た

「

四

種

法
身
」

が
あ
る

と

『

金
剛

頂
開
題
』

で

は

説
い

て

い

る

こ

と
に

な
る

。

「

不
二

摩

訶
衍
法
」

が

「

自
性

法
身
」

で

あ

り
「

五

仏
」

は

「

五

智

の

仏
」

と

し
て

「

一

切

如
来
」

と

な
る

。

そ

し
て

四

種
法
身
の

枠
組
み

に

お
い

て

「

理
智
不
二
」

の

「

五

仏
」

と

し
て

い

る
。
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『開題』 類 に おける 本覚に つ い て （関）

『金剛頂経 開題』 図　資料  

法佛 の 三密

（身密
一

佛部
・
語密

一
蓮花部 ・意密

一
金剛部 ・三密の福徳資量

一
宝部 ・三 密の 作業化用一羯磨部）
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懸
轟
轢
鑼

　

難
轢
澱

躍
，

慧

　
　
　
現

卿

瀰

　

　
真
如
門

生

滅

門

　
。

・

種
の

本
覚
の

佛
は、

・
爾
に

蒭
を

現

証

藷
・

功
徳
を

証

得
す
・

殺
匹）

歸

ピ
驤
の

館
生
死
に

流

賢
源

を

背

肺

質

擁
門

…
…
…
−

…
−

…

−

−

−

…
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
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経
と

は

貫

串

の

義、

摂
持
の

義
な

り

　
對

工

教

i
能
く
一

切
の

応

化

身
所
説
の

教
王

を
摂
す
法
身
所
説
と

は

こ

の

経
こ

れ

な
り

踏

真
如
門

−
真

如
門

・

約

す
れ

ば
、

三

嚢
・

具

す

…
−

…
…
−

−

…
…
…

…
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顕

密

・ ・：本覚 L −L … … … コ
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結
果
と

し

て

こ

の

『

開
題
』

で

も

「

六

種
本

覚
」

を
さ

ら
に

展
開
さ

せ

た

七

種
の

本

覚
が

説
か

れ
る

。

「

三

十
三

法
門
」

の

構
造
を

援
用

し
、

「

生

滅
門
」

所
入
の

本

覚
と

「

真
如
門
」

所
入
の

本
覚

、

そ

し

て

「

不
二

門
」

所
入
の

「

不
二

本
覚
」

を

説
い

て

い

る
。

つ

ま

り
「

不

二

本
覚
」

に

四

種
法
身
を
関
連
付
け
て

「

理
智

不
二
」

の

思
想
を

説
い

て

い

る
。

　
　
　

　
　
　
　

　
三

1
 

　
『

法
華
経

開
題
』

「

重
圓
性
海
」

・

「

兢
河
女
人
」

・

『

法
華
経
釋
』

　
次
に

『

法
華

経
開
題
』

「

重
圓

性
海
」

・
「

兢

河
女
人
」

・
『

法
華
経
釋
』

に

お

け
る

本

覚
に
つ

い

て

み

て

み

た
い

。

前
に

習
い

共
通

す
る

箇

所
を

あ
げ
よ

う
。

　
『

法

華
経
開
題
』

「

重
圓
性
海
」

資
料

 

　
　
い

わ

く
妙
法
と

は
、

し
ば

ら

く
六

重
の

浅

深
あ
り

。

一

に

は

染
浄
本
覺

妙
法

、

二

に

は

清
浄

本
覺

妙
法

、

三

に

は
一

心
法
界

本
覺
妙
法

、

　
　
四

に

は

三

自
本
覺

妙
法

、

五

に

は
一

如
本

覺
妙
法

、

六
に

は

不
二

本
覺

妙
法
な
り

。

こ

の

六
重
に
つ

い

て

し
ば

ら

く

顕
密
の

妙
法
を
分

　
　
か

た

ば
、

初
の

五

は
顕
の

妙
法

、

後
の
一

は

密
の

妙
法
な
り

。

ま
た
前
の

五

が

中
に

初
の

四

は
顕

、

後
の
一

は

秘
な

り
。

ま
た

四

の

本

　
　
覚
の

中
に

さ

ら

に

顕
秘
あ
り

、

初
め

は

顕
、

後
は

秘
な
り

、

次
に

如
く

知
ぬ

べ

し
。

今
の

所
説
の

経
は

染
浄
本

覚
の

妙
法
な

り
。

何
を

　
　
以

て

か
知
る
こ

と
を

得
る

。

他
受
用

身
応

化
佛
の

随
機
の

所
説
な
る
が

故
に

。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
（
『

弘
大
全
』

一

輯
七
六
九
頁
）

　
『

法
華
経
開
題
』

「

藐
河
女
人
」

・
『

法
華
経

釋
』

資
料
 

　
　
衆
生

の

三

密
に

六

重
の

本
覚
あ
り

。

こ

の

本
覚
に

各
々

三

十
七

、

百
八
乃
至
微
塵

数
の

佛
智

、

四

種
法
身

、

四

種
曼
荼
羅
を

具
す

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
『

弘
大
全
』

一

輯
）

　
ま
ず

『

法
華
経
開

題
』

「

重
圓

性

海
」

と

『

法
華
経
釋
』

で

は
、

『

大
日
経

開
題
』

で

述
べ

た

よ

う
に

経
題
の

「

妙
法
」

解
釈
に
六

重

の

浅

深
を
説
く
。

　
「

不
二

本

覚
妙
法
」

は

『

金
剛

頂
経
開
題
』

の

考
察
の

際
も
説
示
さ

れ

た

如
く
密
教
を

あ
ら

わ

す
。

他
の

「

一

如
本
覚
」

等
は

、

段

階
を

経
て

、

秘
と

顕
と

次
第
に

浅
深
を

説
く

。

そ

の

こ

と
か
ら

「

一

如
本

覚
」

は
、

五

重
の

浅

深
で

も
上

位
の

本

覚
で

あ
る

と

理

解
で

き
る

。
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『

大
日

経
開
題
』

に

お

け
る

「

一

如
本
覚
」

・
『

金
剛

頂
経
開
題
』

に

お

け
る

「

一

一

真
如
門
本
覚
」

も

同
様
で

あ
る

。

　
「

染
浄

本
覚
」

に

注
目

す

る

と
、

『

法
華
経
』

と
い

う
経
典
を

「

染
浄
本
覚
」

所
説
で

あ
る

と

し
、

「

他
受
用
身
応
化
仏
」

で

あ

る

と

説
く

。

ち
な
み

に

前
述
で

述
べ

た

よ

う
に

『

大
日

経
開
題
』

で

は

「

他
受
用
応
身
」

を
「

変
化
身
」

と

説
く
。

ま
た

『

弁
顕
密
二

教
論
』

で

は

「

他

受
用
応
化

身
」

に

よ

る

隨
機
の

所
説
を

顕
教
と

位
置
付

け
て

お
り
、

『

法
華
経
開
題
』

の

説
示
と
一

致

す
る

。

以

上

を
踏
ま
え
る

と

四

種

法

身
に

お
い

て

は
「

変

化
身
」

と

な

る
。

つ

ま
り
『

法
華
経
開
題
』

で

は
亠

ハ

種
本
覚
を
経
典
の

所
説
隨

機
に
つ

い

て

浅

深
優
劣
に

も
用
い

て

い

る
。

　
一

方
で

、

『

法
華

経
釋
』

等
の

説
示
を
み

る
と

、

「

六

種
本
覚
」

が

衆
生
の

「

三

密
」

理

解
で

説
示
さ
れ
る

。

す
な
わ

ち
「

六
種

本
覚
」

に

「

三

十
七

、

百
八
乃
至

微
塵
数
の

仏
智

、

四
種

法
身

、

四

種
曼
荼
羅
」

が
備
わ
っ

て
い

る
と

す
る

。

「

六
種
本

覚
」

と

は

「

不
二

本

覚
」

を
は

じ
め

「

染
浄
本
覚
」

の

六

種
の

本
覚
の

こ

と

で

あ
る

。

『

法
華
経
開
題
』

や

『

金
剛

頂
経
開
題
』

の

内

容
を

こ

こ

で

は

簡
略

化
し

て

説
い

て

い

る
。

つ

ま
り
、

「

三

十
七

、

百
八

乃
至
微
塵
数
の

仏
智
」

は

三

十
七

尊
を
は

じ

め

曼
荼
羅
の

諸
尊
を
あ
ら

わ

し
、

「

四

種
法
身
」

は

「

自

性

法

身
」

・
「

受
用
身
」

・
「

変
化
身
」

・
「

等
流

身
」

で
、

「

四

種
曼

荼
羅
」

は

「

大

曼
荼
羅
」

・
「

三

昧
耶

曼
荼
羅
」

・
「

法

曼
荼
羅
」

・
「

羯

磨
曼
荼

羅
」

と

な
る

。

顕
教
の

三

身
か

ら

密
教
の

四

種
法

身
、

そ
し
て

曼
荼
羅

諸

尊
に
い

た

る

ま
で

「

六

種
本
覚
」

に

よ
っ

て

網
羅
さ
れ
て

い

る
。

資
料
 

顕教密教

　

染
浄
本
覚
妙
法
ー
−

：
−

−

−

ー

丁 　

清
浄

本
覚
妙
法
−

：
−

−

−

−

−

⊥

■
［

　
　
一

心

法
界
本

覚
妙

法
−
−

−

−

−

⊥

　
　
三

自
本
覚
妙
法
−
−

−

−

−

−

−

−

ー

一

如
本
覚
妙
法
−
−

−

−

−

−

−

−

−

：

不
二

本
覚
妙
法

衆
生
の

三

密

　
　「

六

種
本
覚

七
、

百
八

乃
至

微
塵
数
の

智、

、

四

種
曼
荼
羅
を

具
す
」
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「

真
如

門
」

・
「

生

滅
門
」

・
「

不
二

門
」

か

ら

所
入
さ

れ

る

本

覚
は

「

本
有
法
身
」

で

あ

り
『

金
剛

頂
経
開
題
』

の

「

一

切

如
来
」

所

説
と

同

様
、

曼
荼
羅
諸
尊
と

な

る

だ
ろ

う
。

　
こ

こ

で

は

「

六

種
本
覚
」

に

『

釋
論
』

の

本
覚
思
想
が
踏
襲
さ
れ

て

い

る

こ

と
を

確
認
で

き
る

。

本
項
で

は

前
述
を
踏
ま
え
て

『

釋
論
』

所
説
「

五

重
問
答
」

の

関
係
に
つ

い

て

考
え
て

み

た
い

。

ま

ず
そ
の

内
容
を

あ
げ
る

と
、

（

番
号
筆
者）

　
　

 
若
如
レ

是
者
一

切
行
者
（
中

略）
。

圓
滿
二

三

身一

具
足
二

四

徳
の

如
レ

是

行
者
為
レ

明
無
明

。

如
レ

是
行
者

無
明

分
位
非
二

明

分
位
司

 
若
爾

　
　

清
淨

本
覺
從
二

無

始［

來
。

不
レ

觀
二

修

行冖

非

得
他
力

。

性
徳

圓
滿
本
智
具
足

。

（
中
略）

如
レ

是

本
處
レ

為

明
無
明

。

如
レ

是
本

處
無
明
邊
域

　
　

非

萌
分
位
→

 
若
爾
一

法
界
心

。

非
二

百
非一

背
二

千
是
→

非
二

中
非
中一

背
レ

天
。

（

中
略）

如
レ

是
一

心
為
レ

明
無
明

。

如
レ

是
一

心

無
明
邊

　
　

域
非
二

明
分
位
っ

 
三

自
一

心
。

摩
訶
衍

法
一

不
レ

能
レ

一

假
二

能
入
一

心
→

不
レ

能
レ

心

假
二

能

入
心
の

（
中
略）

實
非
二

我

名一

而

目
二

於
我
刃

　
　
（
中
略）

如
レ

是

勝
處
為
レ

明

無
明

。

如
レ

是

勝
處
無
明
邊
域

非
二

明
分
位
司

 
不
二

摩
訶

衍
法

。

唯
是
不
二

摩
訶
衍
法

。

如

是
不
二

摩
訶
衍

　
　

　
　
　

　（
16）

　
　

法
為

明
無
明

。

と

あ
る

。

 
の
一

切

行
者
と

 
の

三

自
一

心

摩
訶
衍
の

次
に
一

如
本
覚
を

当
て

て

い

る

以

外
、

「

五

重

問
答
」

の

内
容
が
］

致
す
る

。

 
の

2
切
行
者
L

は
、

⊥

ハ

種
本
覚
に

配
置
し

直
す
と

「

染
浄

本
覚
」

と

な
り

、

「

一

如
本
覚
」

は

 
「

三

自
一

心
」

と

 
「

不
二

摩

訶
衍
法
」

の

間
に

入

る

思
想
と

推
察
す
る

。

　
つ

ま

り
 

コ

切
行
者
L

は

「

染
浄

本
覚
」

、

 
「

清

浄
本
覚
」

は

「

清
浄
本

覚
」

と

な

る
。

 
「

一

法
界
心
」

は

「

一

心

法
界
本

覚
」

、

 
「

三

自
一

心
」

は

「

三

自
本
覚
」

と
し

て
、

次
に

コ

如
本
覚
」

が

入

り、

最
後
の

 
「

不
二

摩
訶
衍
法
」

は

「

不
二

本
覚
」

と

な

る
。

『

釋

論
』

の

「

本

覚
」

は

「

生

滅
門
」

所

説
の

思
想
で

あ
り

、

「

五

重

問
答
」

も
当

然
「

生
滅

門
」

所

説
で

あ
る

。

「

五

重

問
答
」

で

「

真
如

門
」

が

登

場
す
る

わ

け
が

な
い

の

で

あ
る

。

そ
の

た

め

コ

如

本
覚
L

は

説

示
さ
れ

な
い

。

つ

ま

り
こ

の

「

】

如

本
覚
」

は

空

海
が

『

釋

論
』

の

思
想
を
受
け
て

、

新
た

に

設
定
し

た

本
覚
思

想
と

な

る
。

　
「

三

十
二

法
門
」

の

「

一

体
一

心

門
」

か
ら

コ
一

真
如
門
L

が

導
入

さ

れ
、

「

三

自
一

心

門
」

か
ら
「

三

自
一

心

門
」

が
導
入
さ
れ

た

空

海
独
自

構
想
で

あ

り、

そ
の

思
想
が

「

六
種

本
覚
」

や

『

金
剛

頂
経
開

題
』

の

「

七

種
本
覚
」

に

受
用
す
る

際
、

「

五

重

問
答
」

の

構
造
を
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採
用
し

、

そ

れ

ぞ

れ

の

本
覚
思
想
が
展

開
さ

れ

た

も
の

と
い

え
よ

う
。

結

果
と

し

て

「

不
二

本
覚
」

を

密
教
と
し

て
、

他
の

五
種
を
顕
教
と

位

置
付
け

、

さ

ら

に

そ

の

中
に

も
浅
深
の

優
劣
を

説
く
本
覚
の

段
階
を
表

現
す
る

構
想
へ

と

変
化
し

た
も
の

と

考
え
る

。

　
し
か

し
、

空

海
は

『

法
華
経
』

の

経
典

そ
の

も
の

に
つ

い

て

「

染
浄
本

覚
」

と

し

て

経

典
の

浅

深
に

も

触
れ
て

い

る

点
を

考
え
る

と
、

『

法
華
経
開

題
』

と

『

法
華
経
釋
』

で

は

下

位
に

位

置
す
る

経
典
と

捉
え
て
い

る
。

仮
に
こ

の

『

開
題
』

に

お

い

て

教
判
的
思

想
と

近
し
い

構

想
が

あ
る

と

す
る

な

ら

ば
、

『

弁
顕

密
二

教

論
』

・
『

秘
蔵
宝

鑰
』

・
『

秘
密
曼

荼
羅
十
住
心
論
』

の

教

判
論
に

お
い

て

論
説
さ
れ

る

四

家
大

乗
を

大
別
す
る

構
造

に

何
か
し

ら
の

関

係
が

あ
る

だ
ろ

う
。

　
つ

ま

り
は

『

秘
蔵
宝

鑰
』

に

お
い

て

『

釋
論
』

の

「

五

重
問
答
」

が

採

用
さ

れ
、

法
相
・

三

論
・

天

台
・

華
嚴
の

諸
宗
に

峻
別
さ
れ

る
の

と

無
縁
と
は

言
え
な
い

。

以
上

を

も
と

に

「

六

種
本

覚
」

を
み

る
と

『

法
華
経
開
題
』

を
、

最
下
位
の

「

染
浄
本
覚
」

と

す
る

に

対
し
、

『

秘

蔵
宝

鑰
』

で

は

『

法
華
経
』

、

つ

ま

り
宗
の

根
本
経
典
の
一

つ

と

す
る

天

台
宗
を

「

五

重

問
答
」

に

お
い

て

第
三

重
に

配
当
し
て

い

る
。

仮
に

六

種
本

覚
に

配

当
し

直
せ

ば
、

「

一

心
法

界
本
覚
」

と

な

る

だ
ろ

う
。

要
す
る

に

問

答
の

重
位
と

本
覚
の

段
階
に

お
い

て

順

序
が

矛
盾

す
る

。

筆
者
は

、

経

典
に

お

け

る

本
覚
の

順

序
と

教
判
に

お
け
る

優

劣
の

立

場
が
相

違
す
る

と

推
察

す
る

。

つ

ま

り
本

覚
の

浅

深
優
劣
は

『

釋
論
』

の

本

覚
思

想
を

援
用

し

経
典
の

本
覚
（

随
機
所
説
）

の

位
置
に

つ

い

て

論
じ
た
も
の

と

な

る
。

そ
の

た

め

根
本
経

典
の

所
説
を

旨
と

し
自
ら

の

宗
の

在
り
方
を

示
し
め

つ

つ

比

較
す
る

教
判
と

は

場
面
が

相

異
す
る

も
の

と

考
え
た
い

。

三

1
 
　
『

金
剛
般

若
経
開
題
』

で

は

次
に

『

金
剛

般

若
経
開
題
』

に
つ

い

て

考
察
す
る

。

内
容
を
図

に

し
た

も
の

が

左
の

も

の

で

あ
る

。

　
無
為
法
と

は

内
外
の

諸
家
の

談
釋
紛

紜
た

り
。

し

ば
ら

く
龍
猛

菩
薩
の

釋
義
に

約
し
て

こ

れ

を

談
ぜ

ば
、

所
謂
る

有

爲
と
は
三

自
法

、

無
為
と

は
一

如
法

、

法
と

は

衆
生
心
な

り
。

三

自
門
に

染
浄
、

清
浄

、

一

法
界

、

三

自
の

四

種
本
覚
あ
り
。

一

如
門
の

中
に

ま
た

恒

沙

　
の

佛
徳
を

具
し
、

圓
滿
海
の

中
に

ま
た

無
量
の

徳
を
具

す
。

是
く

の

如
く
の

諸
徳
は

皆
こ

れ
一

衆
生
の

心
法
な
り
。

こ

の

心

法
は

皆
、

無
明
大
念
の

作

業
を

離
る

る

が

故
に

無
為
と

名
つ

く
。

皆、

念

相
を

離
れ
た
る

覚
者
そ
の

数
無
量
な

り
。

故
に

差
別
あ

り
と
い

う
。

差
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「

念
相
を

離
れ

た
る

覚
者
そ
の

数
無
量
な
り

」

と

し
て

説
い

て

お
り
、

ら

「

本
有
法
身
」

を

指
し
、

「

数
無
量
」

と

す
る
の

は

『

金

剛

頂
経
開
題
』

す
る

。

　
「

無
為

法
」

と

「

有
為
法
」

に

つ

い

て

考
え
る

と
、

『

釋

論
』

で

は

『

起

信
論
』

所

説
「

不
生

不
滅
」

と

「

生

滅
」

を

解
釈
し

、

前
者
を

「

無
為
法
」

、

後
者
を

「

有
為
法
」

と

説
く
。

さ

ら

に

「

無
為
法
」

に

真
如
・

本

覚
・

始
覚
・

虚
空
の

四
種
を

説
き

、

「

有
為

法
」

に

根

本
無

　
　

別
は

す
な

わ
ち
一

法
に

名
つ

く
る

に

非
ず

。

高
下

あ
る

が
故
に

差
と

い

　
　
い

、

彼
此

不
同

の

故
に

別
と
い

う
。

云

云

　
（
『

弘
大
全
』

一

輯
八
三

八

頁
）

　
『

金

剛
般
若
経
開
題
』

で

は
、

「

無
為
法
」

に

つ

い

て

龍
猛

菩
薩
の

釋
義
を

用
い

て

説
く
と

す
る

。

「

釋
義
」

と

は

『

釋
論
』

の

所

説
を

指

す
。

有

為
を

三

自
法

、

無
為
を
一

如
法
と
し

、

二

種
の

法
を

衆
生

心
で

あ
る
と

説
く
。

龍

猛
菩
薩
の

釋
義
と
し

て

『

釋
論
』

引
用
す
る

姿
勢
は

、

他
の

『

開
題
』

類
に

無
い

積
極
性
を

感
じ

る
。

　
三

自
門
の

中
に

染

浄
本
覚
・

清
浄
本
覚
・
一

法
界
本
覚

二
二

自

本
覚
の

四

種、

一

如
門
の

中
に

は

名
が

説
か

れ

て

い

な
い

が

「

一

如
本

覚
」

か

「

清
浄

真
如
本

覚
」

、

そ

し

て

「

染
浄

真
如
本

覚
」

が

該

当
す
る

と

考
え
ら

れ

る
。

ま
た

、

「

円

満
海
」

に

も
名
が

説

か
れ

て

い

な
が

、

「

不
二

摩

訶
衍

法
」

を

「

性
徳
円
満
海
」

と

す
る

『

釋
論
』

の

説
示
を
引
い

て

い

る

以
上
、

「

不
二

本

覚
」

と

推
察
さ

れ

る
。

こ

こ

で

も

「

六

種
本
覚
」

も
し
く
は

「

七

種
本
覚
」

が

説

示
さ
れ
て
い

る
。

　
ま

た
、

『

釋
論
』

所
説
「

離
念
相
者
」

を

「

清
浄
本

覚
の

人
」

す
る

説
を
、

　
　
　

意

図
的
に

援
用
し
て
い

る
。

こ

の

「

覚
者
」

と
は

今
ま

で

の

検
討
か

　
　
　
　
　
の

コ

切
如
来
」

説
示
を

意
識

し

た

形
で

諸
仏
を

指
す
と

推
察
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明
．

生
．

住
，

異
・

滅
の

五

種
を

説
く

。

そ
れ
ら

も
と

に

み

る

と
、

有
為
法
で

あ
る

「

三

自
門
」

に

は

「

染
浄
本
覚
」

・
「

清
浄
本
覚
」

が

あ

り
、

『

釋
論
』

の

説
示
と

異
な
る

。

　
一

方
で

無
為
法
で

あ
る

2
如
門
」

に

は

明
確
に

本
覚
が

説
か

れ

て

い

な
い

が
、

『

金
剛
頂
経

開
題
』

を

踏
ま
え
る
と

「

清
浄

真
如
本
覚
」

と

「

染
浄

真
如
本
覚
」

が

当
て

は

ま

る

と

推
察
す
る

。

「

円

満
海
」

に
つ

い

て

も

「

不
二

本
覚
」

該
当
す
る
と

考
え

ら

れ

る
。

　

結
果
と

し
て
こ

こ

で

説
か
れ

る

本
覚
と

は

『

金
剛

頂
経
開
題
』

の

七
種
の

本
覚
が
説
か
れ

て

お
り

、

「

無
為

法
」

の

内
容
も

『

釋
論
』

所

説
の

「

無

為
法
」

と
は

異
な
っ

て

い

る
。

『

開
題
』

類
に
お

け
る

本
覚
の

有

為
法
と

無
為
法
の

関

係
は

、

『

金
剛
般
若
経
開
題
』

を

踏
ま
え
る

と
、

『

金

剛

頂
経

開
題
』

や

『

大
日

経
開
題
』
、

そ
し

て

『

法
華
経

開
題
』

の

六

種
本

覚
や
七

種

本
覚
の

内
、

「

不
二

本
覚
」

・
「

一

如
本
覚
」

や
「

不
二

摩

訶
衍
一

心
本
覚
」

・
「

一

一

真
如
門
本

覚
」

は

無

為
法
と

な

り
、

そ

れ

以

外
の

コ

ニ

自

本
覚
L

や

「

三

自
一

心

門

本
覚
」

は

有
為

法
と

な
る

。

ど

れ
も

『

釋
論
』

で
は

説
示
さ

れ

な
い

も
の

で
、

空

海
の

独
創
と
い

え
よ

う
。

　
た

だ

「

生

滅
門
」

を
有

為
、

「

真
如
門
」

を

無
為
と
し

て

所
説
の

本
覚
思
想
を

援
用

す
る

空

海
の

発
想
は
、

生

滅
を

染
浄
法

、

真
如
を

浄

法
と

す
る

性

質
を

踏
襲
し

た

見
解
に

立
っ

て

導
き
出
さ

れ

た

も
の

と

い

え
る

。

そ
の

た
め

染
浄
法
で

あ
る

「

生

滅
門
」

所
入
の

本
覚
と

、

浄

法
で

あ
る

「

真
如
門
」

所
入
の

本
覚
が
あ
る
こ

と

を
留
意
す
る

必

要
が

あ
る

だ
ろ

う
。

三

1
 
　
『

梵
網
経
開
題
』

・
『

釋
論
指
事
』

最
後
に

『

梵
網
経

開
題
』

と

『

釋
論
指

事
』

に

つ

い

て

検
討
し
て

み

た
い

。

『

梵
網
経
開
題
』

　
一

体
と

法
と
に

ま
た

三

義
あ
り

、

三

大
と

名
と

こ

れ

な
り

。

三

大
と

は

体
大
、

相
大

、

用
大
な

り
。

真
如
門
の

三

大
は

定
相
あ
る
こ

と

　
な

し
、

互

相
に

二

を

具
す
る

が

故
に

。

三

と

は

生
滅
自
門
の

三

大
を
も
っ

て

名
つ

く
。

各
々

そ
の

相
あ
り

、

自
性
差
別
の

故
に

。

こ

の

　
三

大
の

法
に

三

十
二

法
門
眷
屬
を

具
す

。

摂
大
体
性
の

五

大
を

加

う
る
と

き
は

す
な
わ

ち
三

十
七
な

り
。

こ

れ

す
な
わ
ち
三

十
七

佛
な

　
り
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

（

『

弘
大
全
』

一

輯
八
一

六

ー
八
一

七

頁）
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『

釋

論
指
事
』

　

　
こ

の

中
に
は

兩
輪

具
闕
益
損
門
を

説
く
。

ま
た

勧
劣
向
勝
不
退
門
を

説
く

。

ま
た

勧
修
利
益
分

。

こ

の

中
に
こ

の

不
二

摩
訶
衍
法
と

三

　

　
自

摩
訶
衍
と

を
授
か

る
こ

と

を

説
く

。

ま
た

龍
猛
菩
薩
の

観
誠
を

説
く
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

『

弘
大
全
』

一

輯
六
二

二

頁）

　

ま

ず、

『

梵
網
経

開
題
』

で

は
、

真
如
門
に

「

三

大
」

に

「

定

相
」

無
く
、

生

滅
門
の

三

大
を
も
っ

て
三

大
の

三

を

あ
ら
わ

す
と

説
く

。

真

如
門
に
は

三

大
の

内
、

体
大
に

「

互
相
」

に
二

を

具
す
る

が

故
と

す
る

。

こ

れ
は

、

『

釋
論
』

で

説
示
さ

れ

る

体

相
用
と

自
体
相
用
の

問

題
で

あ
る

。

本

論
『

起

信
論
』

で

は
、

真
如
門
に

体
の

み

を

配
し

、

生

滅
門

に

体
相
用
を

配
当

す
る

。

そ

れ

を

『

釋
論
』

は
、

『

起
信
論
』

の

体
相
用
の

構
想
を

踏
襲
し

て
、

真
如
門
に

も
三

大
を

認
め

た

こ

と

に

よ

る
。

『

梵
網
経
開
題
』

の

み

な
ら

ず
他
の

『

開
題
』

類
の

解
釈
に

も

広
く
影
響
を

与
え
て

い

る
。

　
『

梵
網
経
開
題
』

の

三

大
に
は

、

「

三

十
二

法
門
」

が

具
備
さ
れ

て

い

る

と
し

て
、

さ
ら
に

「

摂
大
体
性
の

五

大
」

を

加
え
て
、

三

十
七
と

し

て

三

十
七

佛
〔
尊
）

を

説
く

。

『

金

剛
頂
経

開
題
』

で
、

三

十
二

に

五

智
仏
を

合
わ
せ

た

三

十
七

仏
と

説
く
こ

と

か
ら

も
、

こ

こ

で

の

五

大

は

五

智
五

仏
の

背
景
思
想
が

窺
え
る

。

　

ま
た
こ

の

『

開
題
』

で

は

『

釋
論
』

所

説
「

三

十
二

法
門
」

に

「

五

仏
」

を

合
わ
せ

て

「

三

十
七

仏
」

と

説
い

て

い

る
。

つ

ま

り
、

「

三

十
三

法
門
」

の

内
「

不
二

摩
訶
衍
法
」

を

「

自
性
法
身
」

と

す
る

説
を

踏
ま

え
る

と
、

「

不
二

摩
訶
衍
法
」

は

「

法
身
」

で

あ
っ

て

「

五

仏
」

と

な
る

。

そ

し
て

「

三

十
二

法
門
」

は

五

仏
以

外
の

曼
荼
羅
諸
尊
と

な

り
、

コ

切
如
来
」

に

包
含
さ

れ
る

。

　

次
に

『

釋
論
指

事
』

を

見
て

み

る

と
、

「

こ

の

中
に
こ

の

不
二

摩
訶

衍
法
と

三

自

摩
訶

衍
と

を
授
か

る

こ

と
を

説

く
」

と

あ
る

。

「

こ

の

中
」

と

は

「

廻
向
遍
布
門
」

で

あ
る

。

そ
こ

の

内
容
に
つ

い

て

「

三

十
二

法

門
」

の

代

表
の

役
割
を
「

三

自
摩

訶
衍
法
」

に

持
た

せ
、

「

不

二

摩

訶
衍

法
」

を

あ
げ
て

「

三

十
三

法
門
」

と

解
釈
し

て

い

る
。

単
な

る

文
章
表
現
の
一

と

し

て

の

も
の

な

の

か

わ

判
然
と
し

な
い

が
、

『

金

剛
頂
経
開
題
』

の

理

解
を
踏
ま
え
る

と
、

「

三

十
二

法
門
」

を
「

生

滅
門
」

所
入
の

法
門
と

位
置
付
け
て

い

る
。

何
ら

か

の

関
連
が

あ
る

と

推
察
す
る

。

　

こ

こ

で

改
め

て

「

六

種
本

覚
」

と

「

五

重
問

答
」

の

関

係
を

考
え
る

と
、

「

五

重

問

答
」

は

「

生

滅
門
」

所

説
で

あ
る

。

「

不
二

摩
訶
衍

一94一
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法
L

は

「

真
如
」

・
「

生

滅
」

の

境
界
を

超
え
た

法
で

あ
る

。

つ

ま
り

「

五

重
問

答
」

で

は

「

生

滅
門
」

所
入
の

説
示
と

「

不
二

摩
訶
衍
法
」

の

立

場
が

説
か

れ

る

体
裁
で

あ
る

。

　
こ

れ

を

恐
ら

く
意
識

し
て

「

三

自
摩
訶
衍
法
」

と

「

不
二

摩
訶
衍
法
」

を
「

三

十
三

法
門
」

に

代
表
さ
せ

説
示
し
た

と

推
察
す
る
の

で

あ

る
。

四

　
ま

　

と
　

め

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

『開題』 類 にお ける本覚に つ い て （関）

　

本
考
察
に

お
い

て

知
り
得
た

こ

と

を
ま
と

め

と

し
た
い

。

　

本
覚
に
つ

い

て

『

起
信

論
』

と

注
釈

書
で

あ
る

『

釋
論
』

を

み

た

結
果

、

『

起

信
論
』

で

は

「

生

滅
門
」

に

お
い

て

「

覚
」

・
「

不

覚
」

が

説
か

れ

る
。

そ

の

構
造
は

本
覚
・

始

覚
・

不
覚
の

三

種
で

あ
っ

た
。

『

釋
論
』

で

は

「

本
覚
」

を

「

清
浄

本
覚
」

・
「

染
浄
本

覚
」

と
し

、

「

始

覚
」

を

「

清
浄
本

覚
」

・
「

染

浄
本
覚
」

と

し

て

四

種
の

構
造
で

あ
っ

た
。

「

不

覚
」

に
つ

い

て

は

「

染
浄
」

と
い

う
明
と

無
用
の

和
合
し
た

状

態
と

し

て

説
示
さ

れ

て

い

る
。

　
さ

ら

に

考
察
す
る

と
、

『

起
信

論
』

所
説
「

不
生

不

滅
」

と

「

生

滅
」

解
釈
に

お
い

て
、

前
者
を

無
為
法

、

後
者
を

有
為
法
と

し
て

説
い

て

い

る
。

無
為
法
に

は

真
如
・

本

覚
・

始

覚
・

虚
空
が

説
か
れ

る
。

そ

れ

が

「

清
浄
真
如
」

・
「

清
浄

本
覚
」

・
「

清
浄
始
覚
」

・
「

清
浄
虚
空
」

を

示
し

て

い

る
。

逆
に

「

染
浄
」

の

真
如
・

本
覚
・

始

覚
・

虚
空
は

「

不
覚
」

の

立

場
で

あ
り
「

不
生

不
滅
」

で

あ
る

「

無
為
法
」

と

「

生

滅
」

で

あ
る

「

有
為
法
」

が
和
合
し
た
状

態
で

あ
る
い

え
る

。

　
「

清
浄

本
覚
」

の

性

質
は

、

「

本

有
法
身
」

と

関
係
し

て

説
か

れ

て

お

り
、

一

方
で

「

清
浄

覚
者
」

と

も
捉
え

解
釈
す
る

。

「

染
浄

本
覚
」

に
つ

い

て
は

「

自

性
清
淨
心
」

が

無
明
の

影
響
を

受
け
て

、

そ

の

状
態
を

離
脱
で

き
な
い

と

す
る

。

「

始
覚
」

も

同
様
に

明
の

状
態
に

あ
る

「

清
浄
始

覚
」

と
、

無
明
に

影
響
さ
せ

る

「

染
浄
始
覚
」

が

あ
り

「

智
」

が

関
係
し
説
か

れ

て

い

た
。

　
以
上
を

踏
ま

え

て
、

『

開
題
』

類
を
み
て

い

く
と

、

「

六

種
本
覚
」

や

「

七

種
本
覚
」

の

構
造
で

本
覚
説
示
が

展
開
さ

れ
て
い

る
。

特
徴
的

な

の

は

「

不
二

摩
訶
衍
法
」

に

能
入
門

を

立
て

「

不
二

門
」

と

し
、

「

真
如
門
」

・
「

生

滅

門
」

の

計
三

門
で

本
覚
を

説
く

。

小

論
で

用
い

た

一95 一
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『

開
題
』

類
の

本

覚
は

『

法

華
経
開
題
』

の

「

妙
法
」

理

解
に

説
か

れ

る

「

亠

ハ

種
本
覚
」

、

そ

し

て

『

金

剛
頂
経
開
題
』

の

「

一

切
如
来
」

理

解
に

説
か
れ

る

「

六

種
本
覚
」

を

さ

ら

に

展
開
さ
せ

た

「

七

種
本
覚
」

が
、

断
片
的
な
説
示
や

全

体
的
に

簡
略
化
さ

せ

た

内
容
と

し
て

説
か

れ
て

い

る

こ

と

を

確
認
し
た

。

　
一

方
で

『

金

剛
般

若
経
開
題
』

の

な
か

で

説
か

れ

る

「

有
為
法
」

・
「

無

為
法
」

の

説
示
を

踏
ま
え
る

と
、

「

三

自
門
」

は

「

有
為

法
」

、

「

一

如

門
」

は

「

無
為
法
」

と

し

て

説
か
れ

、

『

釋
論
』

の

説
示

と

異
な
っ

た

も
の

で

あ
っ

た
。

つ

ま

り
「

六

種
本

覚
」

で

い

う
と

こ

ろ

の

「

不
二

本
覚
」

と

「
】

如
本

覚
」

は

「

無

為
法
」

に

な

る
。

「

三

自
本
覚
」

を

含
む
四

種
の

本
覚
は

「

有

為
法
」

と
な

る

と

考
え
ら

れ
る

。

ま

た

「

七

種
本

覚
」

に
つ

い

て

み
る

と
、

「

不
二

摩
訶
衍
一

心

本
覚
」

と

コ
一

真
如
門
本
覚
L

所
入

「

清
浄
真
如
本

覚
」

・
「

染
浄

真
如
本

覚
」

は

「

無

為
法
」

と

な

り、

「

三

自
一

心

門

本
覚
」

所
入

「

染
浄
本
覚
」

・
「

清

浄
本

覚
」

・
「

一

法
界
本
覚
」

・
「

三

自

本
覚
」

は

「

有
為
法
」

と

な
る
だ

ろ

う
。

　
だ
が

「

生
滅
門
」

を

有
為

、

「

真
如
門
」

を
無

為
と

し

て

所
説
の

本

覚
思
想
を

援
用
す
る

空
海
の

発

想
は
、

『

釋

論
』

所
説
の

「

二

門
」

理

解
に

示
さ
れ
る

よ

う
に

、

生

滅
を

染
浄

法、

真
如
を

浄
法
と

す
る

性
質
を

踏
襲
し
た

見
解
に

立
っ

て

導
き
出
さ
れ
た

も
の

と
い

え
る

。

そ

の

た

め

染
浄
法
で

あ
る

「

生

滅
門
」

所
入
の

「

三

自
門
」

の

本
覚
と
、

浄
法
で

あ
る

「

真
如
門
」

所
入
の

「

一

如
門
」

本
覚
が

あ
る
こ

と

を
示

し
て
い

る

こ

と

に

な

る
。

　
「

六

種
本
覚
」

が

『

釋
論
』

所
説
「

五

重
問
答
」

の

思
想
を
踏
襲
し

て

い

る
こ

と
に

関
し

て

も
、

「

五

重
問
答
」

が

「

生

滅
門
」

所
説
の

説

示
で

あ
る
こ

と

か
ら

「

真
如
門
」

は

説
か

れ

て

な
い

体
裁
を

空

海
が

独
自
に

本
覚
理

解
に

援
用
し

て

い

る
。

「

五

重

問

答
」

で

示
さ

れ

る

「

不
二

摩
訶
衍
法
」

は
、

明
・

無
明
の

領
域
を

絶
離
し
た

も
の

で

あ
る

と

す
る

性

質
を

表
現
す
る

た

め

と
い

え
よ

う
。

　
他
に

も
、

『

釋

論
』

所
説

「

三

十
二

法
門
」

に

「

五

仏
」

を

配
当
し

「

三

十
七

仏
」

を

展
開
し

て

い

る
。

そ
し

て

「

不
二

摩
訶
衍

法
」

が

「

自
性
法
身
」

と

し
て

「

四

種
法
身
」

と
の

関
係
を

論
説
し
て

い

た
。

空

海
の

本

覚
思

想
は

、

『

釋
論
』

所
説
の

内
容
を
忠
実
に

引
く
場
合
と

奔
放
に

援
用
す
る

姿
勢
が

あ
る

。

そ
の

構
想
が

「

六

種
本
覚
」

等
で

示
さ
れ
て

お
り

、

単
独
の

本
覚
と

し

て

説
示
さ
れ
る

の

で

は

な

く
、

対

応
す
る

語
句
や

本
覚
が

関

係
し
て

『

開
題
』

類
に

お

け
る

本
覚
思
想
を
展

開
し
て

い

る
。

一

方
で

段
階
的
な

優
劣
を

含
み

つ

つ

複
合

体
の

性
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N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

『開題』 類 にお ける本覚に つ い て （関）

質
を
持
た

せ

た

本

覚
思

想
と

し
て

説
か

れ

て

い

る
。

そ
の

中
で
一

番
上

位
に

「

不
二

本
覚
」

を

置
き

、

い

っ

た

「

理
智
不
二
」

の

法
身
が

内
在
さ

せ

な

が
ら

『

開
題
』

類
の

本
覚
が

説
示
さ

れ

て
い

る
。

そ
の

本
覚
の

中
に

「

本
有

法
身
」

と

註
（

1
）

　
田
村
芳
朗
著

『

田

村

芳
朗
仏
教

学
論
集
1

』

三

七
九

−
三

九
一

頁

　
春
秋
社
一

九
九
〇

年

（

2
）

　
楠
正

仁

著
「

釋
摩
訶
衍

論
に

お

け
る
二

種
の

本

覚
に
つ

い

て
」

（

『

密
教
学
研
究
』

第
十
五

号
所
収
）

・

柏

木
弘
雄
著
「

『

釋
摩
訶

衍
論
』

に

お

け

　
　
る

本
覚
思
想
」

（

『

本
覚
思

想
の

源
流
と
展
開
』

所
収）
・

渡
辺
新

治
著
「

弘
法
大

師
の

本

覚
に
つ

い

て
」

（
『

密
教
学
研
究
』

第
二

十
五

号
所
収
）

・

中

　
　
村
本
然
著
「

『

金
剛
頂

経
開
題
』

に

み

る

思
想
的
特
徴
に
つ

い

て
」

（
『

高
野

山

大
学
密
教

文
化
研
究
所
紀
要
』

第
二

十
号
所
収）

　 ハ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
15　14　13　12　11　10　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3
） 　 @ ） @ 　 j 　 @ ） @ 　 j 　 @ ） @ 　 j 　 @ ） @ 　 j

　

）
　
　
）
　
　

）

　
　

）

『

大

起

信
論
』

・
大
正

蔵

三
十

二
巻

『

乗

起
信
論
』
・
大

正

蔵
三

十
二

巻

釋

摩
訶
衍
論
』
・

大

正
蔵
三
十

二
巻

w

釋
摩
訂
衍
論
』

・

大
正
蔵
三

十
二

巻

『

釋

摩
訶
衍
論
』

・

大
正
蔵
三

十
二

巻

『

釋

摩
訶
衍
論
』

・

大
正
蔵
三

十
二

巻

『

釋

摩
訶

衍
論
』

・

大
正
蔵
三

十
二

巻

『

釋
摩
訶

衍
論
』

・

大
正
蔵
三

十
二

巻

『

釋
摩
訶

衍
論
』

・

大
正
蔵
三

十
二

巻

『

釋
摩
訶

衍
論
』

・

大
正

蔵
三

十
二

巻

『

釋
摩
訶

衍
論
』

・

大
正

蔵
三

十
二

巻

『

釋
摩
訶
衍

論
』
・

正

蔵

三
十
二

『

弁
顕

二
教

論

』

ﾜ
七

六

頁
中

七

九

頁

中

六

五

頁
上

六
一
五

上
　

中

〇

九
頁

上
−

六

十
三

下

−

六

一

Z
一

四

頁
下

六

十五
頁

上

Z
〇
一

下

六

六
八

頁

上

六

六
八

頁
上

六
〇

一
二
頁
中

四

頁

上

「
喩
し

て

曰
く
。
所

謂
ゆ

る

不

二

摩
訶

衍
と

び
圓圓

海

諸 佛と
は
すな わ ち 是 れ 自 性 法 身 なり 、 こ れ を 名 づけて 一 97 一
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秘
密
蔵
と
な
す

。

ま
た

金
剛
頂
大
教
王

と

名
つ

く
。

等
覚
十
地

等
も

見
聞
す
る

こ

と

能
わ

ず、

　
　
如
し

。

」

（

『

弘
大
全
』

一

輯
四

八

〇
頁
）

（

16
）

　
『

釋
摩
訂

衍
論
』

・

大
正
蔵
三

十
二

巻

　
六
三

七

頁
下

〈

キ

ー

ワ

ー

ド
〉

釈
摩
訶

衍
論

、

大
乗
起
信
論

、

本
覚、

弘
法
大
師、

空

海

故
に

秘
密

号
を
得

。

具
に

は
金

剛
頂
経
に

説
く
が
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